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富山県中央値物園研究報告

立山地域における特定植物群落の種組成の特徴
-クロベ群落､タテヤマキンバイ群落など5群落について~

吉田めぐみ

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

Feature of species composition of uspecific plant communities"

in Tateyama Mountains on five communities as

Thuja standishii, Sibbaldia procumbens, etcI

Megumi Yoshida

BotanlC Gardens of Toyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machl, Toyama 939-27 1 3, Japan

Abstract: Species composition was clanfled at rlVe Sites as "specirlC Plant

communitleS" ln Tateyama MountalnS, Toyama Prefecture, central Japan･ Vegetation

or these slteS based on phytosoclOlogy had been suⅣeyed and published ln 1978 by

the Japan Environmental Agency･ In 2008, these slteS Were SuⅣeyed wlth the same

methods tn Sibbaldia procumbens communlty at IchlnOkoshi, the coverage of

sibbaldia procumbenS aS Predomlnant SPeCies were decreased for 30 years･ It seemed

that the reductlOn Of S･ procumbens was probably due to increasing Ofthe competltOr

wlthout the erosion of soil surface.

Key words: Sibbaldia procumbens cornmunlty, SpeCleS composition, Tateyama

Mountains

富山県の植生については､ ｢富山県の植生｣

(宮脇1977)のほか､ 1972年より始まった環

境庁(現環境省)の自然環境保全基礎調査(緑

の国勢調査) (富山県1978､ 1979､ 1988)な

どの報告がある｡この調査では第2回(1978､

1979年)より各都道府県の主要な植生につい

て定点調査を行う特定植物群落調査が始まっ

た｡富山県においても特定植物群落として

166ヶ所が選定され､さらにその中から9ヶ

所が追跡生育調査対象として選定された｡こ

の9つの植物群落については第2回(1975-

1978年)､第3回(1986年)､第5回(1997

～1998年)とほぼ10年ごとに調査が行わ

てきた｡昨年､吉田･山下(2008)は上記

追跡生育調査地点のうち8ヶ所について独

に第4回目となる植生調査を実施し､各々

地点において30年間の変化を比較した｡そ

結果､ ｢美女平のスギ群落｣､ ｢みくりが池の

イマツ群落｣など過去30年間の間に大きく

化している場所があることが明らかとなり

その原因として近年の地球温暖化の影響は

視できないものと考えられた｡

そこで今回は､立山地域の山地帯力

帯における特定植物群落のうち､ ｢上ノ
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クロベ群落｣､ ｢畜生平の池塘群落｣､ ｢-ノ越　　落｣については､第1草本層(Kl)､第2

のタテヤマキンバイ群落｣､ ｢-ノ越のチョウ　　草本層(K2)に区分した｡各階層におい

ノスケソウ群落｣､ ｢浄二hl｣のタテヤマアザミ　　被率､群落の高さ､出現する植物の種名

-ホソバトリカブト群落｣の5地点について､　の優占度を以下のとおり十から5の6段

特定植物肺落選定後､ 30年目の植生調査を実　群度を1から5の5段階で記録した｡

施し､他の山岳や他県の同種類の群落との比　優占度(被度階級)

較を試み､これらの群落の種組成の特徴を明

らかにすることを目的としたo

調査方法

調査地は表1､図1に示した｡調査は2008年

7月30日､8JJ22口､9月2日､9月9日の

計4川司で子JJった｡特定植物群落の30年前の

詳細な調査地ノr.t.,-.はわからないため､調査報告

書の植生調査票に記載された標高および調査

地のスケッチより該当する群落または周囲の

群落で調査〔R二を設定した｡

調査方法はBraun-Blanquet (1964)の植物

社会学的手法に底づき､各調査地点の調査区

内を高木層(Tl)､軌-R高木層(T2)､低木層(S)､
It"i本層(K)､コケ層(M)に区分したo ｢浄

上山のタテヤマアザミーホソバトリカブト群

)･l

' _~　t　■

<ヽヽ.､小･ヽ チ

まばらに生育し､被度はごく小さし

個体数は多いが､被度は小さい｡ま

たはまばらだが被度が大きい｡

非常に個体数が多い｡また被度が1
-I/4

被度が1/4-1/2｡個体数は任意｡

被度が1/2-3/4｡個体数は任意｡

被度が3/4以上個体数は任意｡

単独で生育｡

小群状または束状に生育o

斑状またはクッション状に生育｡

大きな斑状､または穴の牢いたカー

ット状に生育｡
一面に群生C

各々の群落について､今回調香した植

･■.中　　Zl六着LLJ
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1ごl　　凋(托した行JiiflllJ_物附,'jrd

Hl ､LI tJF地域J)料,ir11糾勿群耕,j)純利いJk

l　　ノ/ ､･　ロへ　　　　　　　　　　立iIJ町立山上ノ小平1475･-1494

2　畜生平の池地の抽物群落　　中新川私立LLJ町立山古生平　2024～2026
3 -ノ越のタテヤマキンバイ群落中新川郡立山町立LLJ-/越　　2670-2672

-ノ越のチョウ/スケソウ群藷　中新川郡脚立山一/鵡　　2710-2720

浄土山のタテヤマ7ザトホソ中計Jll都立山町立山浄土山　2715-2766
トリカブト群議

3T　33　428　　2008　9′　2

3r　36' L162り　2008　738､8

36Y　34' 075'' 137J　36-　348一■　2008　7130

テ一夕､ 1978年の特IJt'植物群落調査(富山県

1978)､および富山県の植生(′tq.'脇1977)､

植物r榔こ寄贈された大別弘氏が調査された県

内U)植生調査票､他県の特定植物群落調査報

てl藩における該当する群落の植生データを用

いて比較を行ったo　それぞれの畔集の識別に

用いた標徴種､区分種は宮脇(1985)に従っ

to

結果

1. ｢上ノ小平のクロベ群落｣ (表2､図2-1)

調査区K-1では高木層はクロベ､コメツガ

のどちらも優占度3で構成されていた｡亜高

木層､低木層にはクロベは出現せず､亜高木

層ではアシウスギ､コメツガ､低木層はチシ

マザサ､オオカメノキの優占度が大きかった｡

草本層ではヤマソテツの優占度が大きく､出

現種数は19種であったo

調査区K-2では高木層ではクロベが優占し､

アシウスギ､キタゴヨウが混生していたが､

コメソガは見られなかった｡租高木層ではク

ロベ､キタゴヨウともに見られず､タムシバ､

アシウスギ､マルバマンサク､オオシラピソ

が優占していたo低木層ではK-1と同様にチ

シマザサ､オオカメノキが優占していた｡草

本層でもK-1と同様にヤマソテツの優占度が

大きく､出現種数は30種と多くなったo

今回の調査区の結果を富山県(1978)と比

較する(表2)と､ K-1では高木層がどちら

もクロベとコメツガで形成され､低木層では

チシマザサ､オオカメノキがほぼ同じ優占度

でHJJ現していた｡草本層ではクロベ､ヤマソ

テツ､イワウチワ､アクシバ､ナナカマドな

どが共通して出現していた｡ K-2　と富Flj県

(1978)を比較すると､ Kl2 ()

クロ-の優占度が大きく､コメ

ず､キタゴヨウ､アシウスギが'ILIIf11する,L:.

異なっていたo低木層ではムラサキヤシ-)

チシマザサ､コシアブラ､オオカメノキ､

ツツジなどの共通種が多かったし　E!.-,:本層

ワナシ､ヤマソテツ､ナナか?卜､マイ､

ソウなどの共通種が多くなっていた,

また今回の結果を宮脇(1977)におけ,

カミノイヌツゲ-クロベ群集のデータあ′

は他県の特定植物群落や富山Lr.l< (1978) ↓

けるクロベ群落のデータとJhベて表2に,T

たo県内のアカミノイヌツゲークロベ群

富山県(1978)の折1/-_～太郎l毛篠†平や朝

北又堰堤の調査区では高木層を欠き､群

が5mと低く､その種組成も1-./小､†'J･U)車

とは大きく異なっていた｡宮脇(1977) 〟

峰湖､黒部平の調査区は高木層がクロベ､

メツガ､キタゴヨウによって構成されるニ

低木層にチシマザサ､ムラサキヤシオが

すること､草本層でヤマソテツ､イワウチ

アクシバなどが出現するなど､今ir-lU)朋4

と種組成が似通っていた｡また長野県(19

の白沢天狗山､山形県(1978)の神室小

林の調査区では､高木層にキタゴヨウ､

ツガが出現すること､低木層にムラサキ

オツツジが見られることなど､今回の調

と手動阻成がよく似ていた｡それに対して!

ヒノキ(岐阜県別山､愛媛県東赤イ川l)

ロベに混ざって出現すること､低木層'

ルシキミ､アオダモなどo)優lLl一度が人きし

と､草本層のシノブカグマの優[llJ度が人

など､今回の調査区とは種組成が異なっ
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瀦　-一一叫も}轍
和一♯嵐′如恥軒転

ib'　1 1/.

LX12　各調査区の呆観1上ノ小平のクロ-群落　2　畜生平地塘1調査区　3　畜生平地塘No3. 4　-ノ越

タテヤマキンハイ群落　5　--ノ越のチョウノスケソウ群落生育地全体　6-ノ越のチョウノスケソウ堆落No2,

7　--ノ越のチョウノスケソウ群落No6　8　浄上山のタテヤマアサミーホソハトリカブト群落
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M`HCh 〇日()i) 川　′Il‖ui城J)特',上植物群E恥り押紙J'吃

ボノワレモコウが川現するJたで熊TLlっていた

吏たJJ･.-"Jl)'J (1977)､ 'il･;山県(1979) U)弥陀ヶ

岬において,洞査されたヤチカワズスゲー-キダ

チミズゴケ群集のデータと比較すると､これ

らu),調査rx二ではヤチカワススゲの優占度が小

さいかあるいは.Ill.現せず､その代わりにミヤ
ー､′イヌノハナヒゲU)優占度が大きいという,七､

で､/沖1‡U)調査結果とは異なっていた｡圭た､

/｢回より標石.riの高い地点である鏡石平や天狗

･I'- (人LH未発表)では､ヤチカワススゲはLEIJ.

1址せず､カワススゲに置き換わっていた

3.｢-ノ越のタテヤマキンバイ群落｣ (表4､

図4)

/十回U)調査では､タテヤマキンバイの優古

風士+～こiと調査区により幅があったが､ク

チャマキンバイ以外の種については､ミヤマ

クネッケバナとキンスゲJ)常在度が高かった｡

去たH～ト4ではアオノツガザクラが大きい

優【l渡で川現した｡他にトlではヒメクワガ

タ､ト4では-クサンイチゲがH現した｢ 'Ll拝見

1< 1　　m的JI T'T I.'/ / -JLJJ / rl/Gf.'hJ側L.-り(

種数は3-5柏と少なかった一

富山県(1978)ではチンブルマ､コメス

キ､シラネニンジンなどが川1-ilL､椛牧子)

符と今回よりも多かった

富山県(1978)､大H=] (未発Ji-)で托例日

や活水平の構造f二上の群落が､ /ナl=)U)調でf

采と類似していた.また鉢.i,へ二｢叫苑､ iltl

岳～猫又岳U)調査Lx二では川現種数が約l()
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コミヤマヌカポなど一一-ノ越の調査t*.ではLL

れない椎が大きい優古度で仙兄していた√

4.｢-ノ越のチョウノスケソウ群落｣ (表5

図5)
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March 2009 吉田　立山地域の特定植物群落の種組成

どが見られたo

富山県(1978)と比較すると､出現種数､

構成種ともほぼ同じで､ほとんど変化がなか

った｡また富山県(1978)､大田(未発表)の

調査区と比較すると､これらの調査区ではチ

ョウノスケノウの優占度が今回調査した-ノ

越の調査区のものより大きく､ミヤマキンバ

イやタカネッメクサが欠落する場合も多かっ

た｡また-ノ越で優占度の大きかったイワウ

メ､キンスゲが出現せず､代わりにミヤマウ

シノケグサ､イワオウギ､チシマギキョウ､

イワベンケイなどが見られる群落が多かった｡

5.｢浄土山のタテヤマアザミ-ホソバトリカ

ブト群落｣ (表6､図6)

群落高が調査区J-1の92cmからJ-4の

128cmまで高く､いずれも第1草本層(Kl)､

第2草本層(K2)の2層に分かれていた0第

l草本層はいずれの調査区でも植被率がほぼ

100%で､クロトウヒレン､ウラジロタデ､ミ

ヤマセンキュウ､コバイケイソウ､ミヤマト

リカブトが見られた｡ ∫-1､ J-2ではタテヤマ

アザミの優占度が大きかったが､ ∫-4､ J-5で

は見られず､ウラジロタデの優占度が大きか

った｡ ∫-2ではオタカラコウが優占していた｡

第2草本層は植被率が20-40%で低く､クロ

トウヒレン､タカネヨモギ､ハクサンフウロ､

クロクモソウなどが見られた｡ ∫-3､ ∫-5では

ミヤマカンスゲの優占度が比較的大きかった｡

富山県(1978)ではウラジロタデ､タテヤ

マアザミが優占するのは今回の調査結果と同

様であるが､ヒトツバヨモギ､カラクサイノ

デ､オオレイジンソウ､オニシモツケなどが

出現し､種数が30種と今回よりも多くなって

いた｡

富山県(1979)､宮脇(1977)､大田(未発

表)の県内の調査区と比較すると(表6)､今

回の調査区は富山県(1978)の剣択一剣岳の

調査区と種組成が共通していた｡

考察

クロベは山地帯のブナ帯から亜高山帯ま

に出現する針葉樹であり､青森県から高知

まで分布している｡特に日本海側の多雪地

多く､尾根筋､岩角地などの乾性立地から

原､湖畔などの湿性立地まで広い範囲の立

に生育する(わが国における保護上重要

物種及び植物群落研究委員会植物群落研

員会植物群落分科会1996)｡クロベ､キ

ヨウ､コメツガなどの常緑針葉樹が優占

いる群落は､アカミノイヌツゲ､ハクサ

ヤクナゲ､ミヤマシグレ､イワナシ､イ

チワなどの種群を標徴種や区分種とする

ミノイヌツゲークロベ群集にまとめられ

脇1977)､朝日町に位置する朝日岳中腹

初に記載された(LLr崎･長井1960)o

この群集は温帯針葉樹林の中でヒノキ

gi要曇Zgii萱茎葉等iih表書giSigigin"55iff
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ークロベ群集の中では標高の高い1300-

1800mC/)ブナクラス域上部からコケモモート

ウヒクラス城にJL育し､オオシラビソ群集と

柿組成が近似した群落である(村上1985)｡

今Irrlc/) I-.ノ小､T'-･C/)調査区は1460-1480mに

位耶し､オオシラヒソ群集の分布地と標高も

Ef'_:袖するr　またL･./小平一帯は立山火山の溶

ふLl十.t地上に位lFi'空し(富山県】978)､多雪環境

であることから､典型的なアカミノイヌツグ

ークロ-肝集の､■f_地よりも傾斜が平坦で湿っ

た場所であると考えられる｡さらに調査地の

川囲には美女平から続くブナを混じえたアシ

ウスギfrY-:yIAAやキクゴヨウ､オオシラビソ群落

那/JJWiしておV) ､その影響を受けてオオカメ

ノキ､ヤマソテツなどブナクラスの種が高頻

)立で.HJ.llLする特徴があることが明らかとなっ

た｡

17チカワズスゲーキダチミズゴケ群集は､

Jt漸げL,ど関虎地ノ)や中部地方の内陸部では凹

状地形の平tlt地に広く分布するが､中部､東

北､北軸道の多′雪地の山地湿原ではミヤマイ

ヌノ-ナヒゲーワタミズゴケ群集がよく発達

し､そU)Frlに-ツチ状に発達するに過ぎない

という(I.rlr.'脇･奥lli 1990)D　立山においてヤ

チカワズスゲーキダチミズゴケ群集は今回調

付した糸′I +'･と天狗平の池塘周囲に生育し､

州叱ヶJliUJ)池塘U)周りはミヤマイヌノハナヒ

ゲ打(:港とされている(富山県1978)｡畜生平

G7)調IlTir八二では17チカワズスゲが優占するが､

.L:･:Fh;JJ, (1977) ､ノJA･.'[川見(1979)の弥陀ヶ原や長

ull,LL,㌔(197H) C/)lFl丁場山ではヤチカワズスゲよ

り子)ミヤマイヌノ-ナヒゲの)jが大きい優占

J立で.FIJ.J比した　ヤチカワズスゲは池塘周辺や

(LLllL_地C/)Lrll状地にミヤマイヌノ-ナヒゲは凹状

地に′卜付し､ヤチカワズスゲのJJ'がミヤマイ

ヌノ-ナヒケよりも乾性の立地に分布する傾

lrIIJがあると,Eif､われる､l今回の畜Fi:_平の調査区

は池姉川川C/)EFlでは盛り上がった部分であり､

そのためヤチカワズスゲがIHJ.現し､ミヤマイ

ヌノ-ナヒゲは見られなかったと考えられるし) iggg整髪ggigi芸喜葦誓書;;ggS!至芸警護;芸i ll
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育する群集である(中村】985､川ul,･矧Il

1990)｡この群根は群満山が1mを超える人JP土

の草本群落で　一定した優.fT怖いtなく､ ′1_fJ環

境の差異によって優I]'種は変化し､吏た14･J術

の弱い谷状地では群1約▲.･iが上L/)高くなV)､ 2

層に階層分化するとされている(■1'H )9tS5)

またタテヤマアザミC/)'J)仙i北アルソス､ト′l

LIJ､御岳であることから(mq 1988)､ Il榔

地方においてタテヤマアザミが分JliLなし地

域では､この群集に対応して八ヶ抗日卜系7')･ら

はヤツガタケアザミ一夕カネノガリヤス机集､

赤石山系からはセンショウアザミ-ミヤマシ

ンウド群集が報告されている(｢｢咋r 1985)∩

なお､東アジアのトリカブト属LAc()nLhIFn)

については､ Kadota (1987)によV)'J)糊mが

整理され､群集名にある｢ホソバトリカブト｣

はホソバトリカブト､オオサワトリカブト､

ヤチトリカブトに分類された　このうちヤチ

トリカブトのみが口本海側に分布し､肝仕が

記載された奥大日岳､剣沢では分flfが　増す

ることから､群集名の｢ホソバトリカブト｣

はヤチトリカブトを指すと考えられるし　また

-クサントリカブトはタテヤマアザミ-オソ

バトリカブト群集に出現する代表的な柿てあ

るが(中村1985)､これもKadota (1987)に

より再検討された結果雑種とみなされ､これ

からミヤマトリカブトとリョウハクトリ7tブ

トが新種記載された｡

今回の調査区と富山県(1979)､宮脇(197 7)､

大田(未発表)の県内の調査区のデータを比

較した結果(表6)､今回U)調査区と'#llI県

(1978)の浄土LLr､剣沢-剣岳の調査｢メ~(ゴミ

ヤマトリカブト､クロクモソウ､ミヤマメシ

ダを区分種とするミヤマメシダ和群集に識別

1蒐/I二才.Ti別2001)で托(TT少種､新潟県(新ry1県

環境/卜.lilt;部環境lL7:t内懐2001 )では絶滅危慎Il

鮒こランクされ､地域的に絶滅が危恨されて

いる｡チョウノスケソウはカラフトイワスゲ

ー　ヒゲハリスケクラスの卜位単位であるオノ

エスゲオーダーのLメ二分将であり(宮脇1983)､

北アルプス北部ではこのオーダーの卜位単位

に属するミヤマココメグサーオヤマノエント

ウ群集に仙現する､二の群集は標高2800-

2900m以上の稜線上の岨衝地で､しばしば構

造十が見られる場所に成立するとされている

(宮脇･奥凹編1990)今回の調査区ではチ

ョウノスケソウの他にムカゴトラノオ､イワ

ウメ､ミヤマキンハイ､タカネッメクサなど

ミヤマコゴメクサーオヤマノエンドウ群集と

a)共通種が見られた　しかし､ミヤマコゴメ

グサ､ウルッフソウ､ツクモグサなどの標徴

種が欠けているためこの群集に識別はできな

かったが､よく似た群落であると考えられたe

県内の既存のデータと合わせてみると(秦

5)､チョウノスケソウ群落は-ノ越のイワウ

メ､キンスゲなどを区分種とする群落､水晶

岳と白馬鑓ヶ岳に見られるシコタンソウ､イ

ワベンケイなどをr大分種とする群落､鉢岳に

見られるミヤマウシノケグサ､チシマギキョ

ウなどを区分種とする群落の3種類に識別さ

れた｡これらのfJ位[左分群落の成立要因は明

らかでないため､今後より詳細な現地調査が

検討されるべきと考えられる｡

浄土山北東斜面のチョウノスケソウ個体群

は20×50m匹】方に150パッチ以下と小さいと

されている(Wada&Naka12004､和田2008)｡

今回の調査結果からは30年前にこの付近で

調査された調査(富山県1978)との種組成の

違いは確認されず､比較的安定した群落であ

ると考えられる｡

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集

(鈴木･中野1965)は､立山の奥大口岳､剣

沢などと白山において記載され､中部山岳の

日本海側の亜高山帯上部から高山帯下部に生

された｡また宮脇(1977) C/) ･/越､水rrTlll

剣岳､大田(未発表)の旭Ifr lJ､清水,lf.I

猪又岳などの調査区はタカネヨモギをlxJ./)

とするタカネヨモギ敢群集､宮脇(1977)

奥大日岳､大田(未発表資料)の夕日ケrI二f

は亜群集の区分種を持たないため､ ,dlミf抄1

り

柿

a)

ど
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集に識別された｡ミヤマメシダ亜群集は白山､

飛騨山脈の西穂高､木曽山脈の千畳敷カール

の植生調査資料があり(中村1985)､富山県

内では朝日岳と立山周辺に認められている

(宮脇1977)o　生育地は南～南西方向の風衝

の弱い斜面に偏っているとされ､高茎草本植

物が密生しやすく､短茎な陽地性植物の生育

が阻害される(中村1985)C　今回の浄土山の

調査区はこれらと同様の立地環境にあること

から､立山室堂平周辺では数少ない代表的な

タテヤマアザミーホソバトリカブト群集であ

ると考えられる｡

以上のとおり､立山地域で特定植物群落調

査地点のうち5地点について､各群落の種組

成の特徴を明らかにしたD　これらのうち｢-

ノ越のタテヤマキンバイ群落｣については､

30年前のデータと比較して群落が衰退して

おり､その原因として立地の安定化による他

種の侵入が考えられたo他の4群落はこの30

年間での変化は顕著ではなかったが､今後も

富山県の植生の変化を注意深くモニタリング

していく必要があると考えられる｡

本研究を進めるにあたり､調査でお世話に

なった富山県立山センターの大沼進所長､渋

谷茂所長代理､国有林野内の入林手続きでお

世話になった富山森林管理署中屋健次管理係

長､論文の作成に当たり助言いただいた富山

県中央植物園山下寿之副主幹研究員､原稿を

査読いただいた富山大学和田直也先生にお礼

申し上げます｡
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広島県廿日市市に生育するヨシノアザミの

両性花株と雌株の形態分化

志内利明

ノ.Fi川JLL.Hl央植物園　〒939-2713富山県富IhrTl:婦中mr仁轡川12

Sexual dimorphism in Cirsium nipponicum var. yoshinoi (Compositae)

at Hatsukaichi, Hiroshima Prefecture, Japan

Toshiaki Shiuchi

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machl. Toyama 939-27 1 3, Japan

Abstract: CErSLum nEPPOnL'cum var. J10VhEnOt Was dlStnbuted at westem part of Honshu ln

Japan･ Sexua) dlmOrPhism ln C. nLPPOntCum Var　_V(,ShLnOE Was lnVeStlgated

morphotoglCally The varlety Was found to be gynod10ee10uS Wlth hemlaPhrodlte and

female plants ln natural populat10nS. Floral characterlStlCS OfLfemale plants were smaHer zn

sIZe SlgnlrlCantly than those of herrrmphrodlte Wlthout ovule size The anther and filament

were partlCularly atrophy in female plants. The well developed stlgma Of female plants

was proved to have the advantage of pollen trapplng ln COmPanSOn Wlth that of

hemaphrodlte.

Key words: CTrSIum nlPPOnL'cum var･ yO-hlnOl, female, moral character, hermaphrodlte,

sexual dlrrmrphlSm, Stlgma

アザミ属CLr.YLIEmの植物には､両性花雌雄

rllj株､雌雄/q株､雌性両全異株の3つの性表

現が知られている(Wemer 1976, Delannary

1978a, b)｡ただし､雌雄異株の性表現を持つ

CL7-で′um afVenSe (し.) Scop.は花粉を生確する個

体でもまれに結実するなど､明確な雌雄異株

でないことから亜雌雄異株とされている

(Lloyd and Myal1 1976, Kay 1985)o蜂性両全

異株のアザミ属の種としては､ Kawakubo

(1994)によるノマアザミ　C chEkusL'ense

Koldzと志内(2006)によるアズマヤマアザ

ミC mECIIOPtL･aTLun Nakalについて形態的､生

態的特仙こついて詳細に報告されているo

H本皮アザミ属には70種類ほどが知られ

至宝
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FIE 1 llermaphrodlte and female heads andflorets of Ctrstum ntpponlCum

ヽ ar yoshLnOZ A, hermaphrodlte head B, female head C, hemlaPhrodlte

noret D. femalefloret Measured parts of head (A) andfloret (C) Head

length (Hl), head wldth (HW)⊃ lnVOlucre length(IL)l lnVOlucre wldth

(lW), style length (SL), stlgma length (SGL), pappus length (PL), ovary
length (OL), 0､,ary ､vldth (OW), noral tube length (FIJ), Stamen length

(SMU. anther length (Al.), filament length肝Iい, distance from base of

noml tube to base of stamen (stamen poslt10n SP) Arrow represents

degenerated stamen of female floret Scale bar Indicates 1cm

iiiiiiiiiii,｡



MLllL.hコ川)i) ノLJ)､J　ヨノ/アザミ〃)脚壮｢'】

材料と方法

ヨシノアザミは福井県以射J)本州の西部

に'))イIiするキ//科の多年･_L;.二で､ 9月から12月

ころに例花する(Kadota1995) I 2007年10月

11日にL;J.'!,-L,Lil<什rhll川了のもみU)き森林公園

内で多放りiHLlするヨシノアザミに頑花サイズ

a) 2判'卜が認められたo　惟表現と形態的特性

とU)｢廷日系を朋査するため頭花を個体別に採集

して70%エタノールでL寿促した後､花粉の有

無引こよっで‡JL三を判別し性比を調へ､頭花の良

さ(HL)と帖(HW)､総位の良さ(lL)と幅

(lW) (FLg 1-A)およびl頭花あたりの小花

数を計測したJ　同様にl頭花あたり3小花の

雌蕊長(SL)､柱頭長(SGL)､ 'iEf毛長(pL)､

子房長(OL)､ T房幅艮(OW)､花冠長(FL)､

雄蕊良(SML)､荊長(AL)､荊糸長(FIL)､

花完i:のjlL,･'恥JJlら菌の基部まで(薪の位置: sp)

について計測し(FlgS 1-C,D,Table2)､その

､書!:均伯を糾問休U)値として扱ったL,頭花､ ′ト

花の各lI-13u)計測した結果は分散分析により解

析した｡

結果と考察

頭花あたりの′｣､花数と性比

lつの頭花あたりの小花数は､両性花株で
､+7･均64.8 (土S.d. 12.84) ､雌株は平均43 9 (j=s d

9.07)となり､ 1つの頭花あたりでは雌株の方

で有意に小花数が少なかった(Mann-Whltney

U-test p<0.01 ) ｡同属U)他の分類群C. awense､

アズマヤマアザミの2種では両性花株と雌株

で1更別E辺りU)小花数に違いが見られず

(Lloyd& Myall 1976,志内2006)､ノマアザミ

では平均値が両性花株88.9､雌株72.8と有意

に雌株で少なくなっている(Kawakubo 1994)o

ヨシノアザミはq'-･均値で20ほどもの差異が

あり､これまでのアザミ類の報告の中で最も

作による小花数の違いが見られた｡ノマアザ

ミやヨシノアザミでは頭花あたりの小花数が

少ないにもかかわらず､雌株がどのように集

川内で維持されているのか､今後､個体当り

】7
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Table 1. MorphologlCal variations of hermaphrodite and female heads ofCLrSltLl,I

n,JpOnlCum Var･ yOShLnOL A

H emaphrodit e Femal ～

Character　　　　　　　　　　　　(N-30)　　　　　　　　　(N= 1 0)

[meaJ仕S.d.]　　　　　　[mean士S.d.】

lMdlength(HL)　　　　　　　32.61土3.36　　　　　　　25.92士2.15

headWidth(HW)　　　　　　　24.13　土4.41　　　　　　12.83　j= 2.17

involucrelcngdl(lL)　　　　　1530士1･85　　　　　　14･24 j= 1･07

1nVO)ucrewidLh(rW)　　　　　　8.97 ± 134　　　　　　　7･13　土0.81

* Signincanl dinTerences between heTmaphrodjte aJld Female (ANOVA. p<0･01)I

'rable I ･ MorphologlCalvariations of hemaphrodite alld female heads ofCIT'Stum

nippont'cum γar. yoshinol'.

T I-aphrtxlile Femal a

Character　　　　　　　　　　　　(N=30)　　　　　　　　　(N=1 0)

lmearLtS.d.]　　　　　　　[mean士S.d.]

head length (HL)

headwidth(lIW)

involucre length (lL)

involuL:rewidth (IW)

32.61 ⊥　3.36　　　　　　　　　25.92　⊥　2.15

24.13　十　4.41　　　　　　　　12.$3　十　2.17

15.30　⊥ 1.85　　　　　　　　　14.24　⊥ I.07

8.97　+ 1.34　　　　　　　　　　7.13　士　0.81

Signs rl以nl difrerenccs bclwL=Cn hcTITlaPhrodile and rcmalL= (ANOVA, p<0･O l )

I tg 2 1hc st･gma ol (Ill.-") "PJ",llE1,,,, ､乙汀_t･(,,/lI-/

^. heTTnaPhrodltC nOr亡t )i. tlLllmlLt nOrCl Scilk bar

lntllCこJtt:～ 1 mm
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palu5tne, C spEnOSLS.u-mllmよりも進んでおり､

約が筒状になるものからならないものまであ

るアズマヤマアザミより少し退化的傾向が見

られる｡しかし､ノマアザミの雄蕊ほどの退

化的ではないため､これまでの報告から判断

すると､ヨシノアザミの雄蕊はアザミ属の中

ではノマアザミの次に退化的状態であると言

える.

ヨシノアザミの雌株の柱頭は両性花株のも

のより有意に短くなっているものの(Table2).

やや太く発達していた｡調査した中でも3個

体の雌株で柱頭が3/4ほどまで裂開し多くの

花粉を着けていた-一方で､両性花株の柱頭は

先端だけが開き､付着した花粉量も少なかっ

た(Flg. 2)｡同様にノマアザミについても雌

株で柱頭は短くなるが､太く発達する

(Kawakubo 1994)o他の分類群についても雌

性両全異株のヤグルマ-ツカ　Monar.da

Pslulosa､チョ　ウカイフスマ　Arenaria

me71CkTOides var. chokalenSISなどでも同様に雌

株の柱頭が発達する傾向があり､亜雌雄異株

とされるC. aTVenSeも雌株の柱頭部が発達す

ると報告されている(Delarnay 1977, Crudenet

a1 1984, Sugawara& Horii 1995)｡これらの植

物は虫媒花であるため､雌株の柱頭部を発達

させ受粉しやすくすることにより一一回の訪花

で種子を結ぶ可能性を高めているのだろうo

ヨシノアザミの場合､雌株の柱頭は短くなっ

ているものの､太く発達させ､しばしば大き

く裂開させることにより受粉面積を大きくし

て結実率を高くしていると推測される｡

本稿の作成にあたり､原稿を査読していた

だきました岐阜大学の川窪伸光博士に厚くお

礼申し上げます｡

引用文献

Cnlden, R W, Hemanutz,し. 良 Shuttleworth, ∫.

1984. The polllnatlOn blOlogy and breedlng

system of Monal･da jistlLlosa (Lablatae).

Oecologia 64. 104- 1 10.
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中国雲南省のトクッパキCallLellL'a retL'culata自生地における植生

1日卜寿之H ･志内利明1) ･干仲朗'}一･七霜l'' ･魯ノLr,･:一一･管枇'三

】'富IIJ県中央植物園　〒939-2713 `FiTEJrliil),川LEnH-_仲川12

ニー科Ii:=li左昆明植物研究所昆明植物園　650204 Jir壬l､打省iLH川hJE.I.･:i,(.即行132

Vegetation of Camellia reticulafa forests in Yunnan Province, China･

Toshiyuki Yamashital ), Toshiaki Shiuchi I I, zhonglang Wangコ), shuang Wang2)

Yuanxue Lu21 & Kalyun Guan2)

1'BotanlC Gardens ofToyallla,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machl､ Toyama 939-27 ] 3､ Japan
コ)Kunmlng BotanlCal Gardens, Kunmlng lnstltute Of Botany, ChlneSe Academy of SclellCCS勺

1 32 Lanhel-Road, Kunmlng 650204, Yunnan, P. R･ Chlna

Abstract: We lnVeStlgated the forest communltleS Involved CamellIa f･eIICLI/ala around

Dall Clty ln Yunnan ProvlnCe, SOuth-westernChlna ln 2008･ These forests llad a

resemble specleS COmPOSlt10n Of the evergreen broadleaved forests ln the southern part of

Japan･ There mlght be many vICarlant, because Yunnan and Japan are Included ln the

same norlStlC reglOn OrChlna-Japan･

Key words: CamellLa rettCltlala, evergreen broadleaved forest, SpecleS eOmPOSltlOn,

vICarlant

トウツバキClmlellLa reflCLIlata Llndl.はボタ　　いる2008年1月卜旬に植勺:_調査を実施

ンとならびLトl凹国民に古くから親しまれ､多

くU)l宗】芸品種が作られている｡その増殖のた

めに-L/樹や野生種からの接木用の枝の採取が

子Jーなわれることによって､資源的枯渇が危倶

されている〕これまでトウツバキについては､

分針翔勺､あるいは園芸的な観点からの研究

がi二に子Jなわれてきた(cf.間1998, 1999,

2000)｡しかし生態学的研究､特にトウツバキ

rl ′f-.地0)植物社会学的研究は行なわれていな

い､.そこで本fJf究はトウツバキの保全を目的

として､その/1-_育環境を把握するために､ト

ウツバキのE'l生地の中心である雲南省の人理

州u)こi力r州こおいて､トウツバキの開花して

調査地および調査方法

今回調査したトウツ-キのlLl生地は､

省西部の大坪TT]-からおよそ100km rJnこ

する大理州永平県ならびに様11,･lLl.I,-0),

2200mから2600mの常緑は'菓樹二次林

った(Flg. 1)o　これらの森林では射炎材

股するための伐採が頻繁に才rtLiわれ､林

ウシやヤギの放牧による踏圧と被食口三に

て荒廃し､様似県の2カ所U)調査tXこはい

も高木眉を欠き､林完i:は恥l:lri木Jf-/7や低木

形成する群落であった(Flg.2, 3)., -ノj

平県の自生地は余光帥ゝ】家ILl然帆准rメ二と

)=リ)

た
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Fig. 1. Locat10n Or SuⅣeyed sites (Solid

ctrcles) ln Ⅵlman Province. Open circles

present the capltat and malれ City･

FIE.2. StudyslteatYSlinYangbl･

Flg. 3　SttldyslteatYS2 1nYangbl･
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結果

蘭剛毛の高木層を欠く　二次林では亜高木層

吏たは低木屑でトウツバキのほか､ツツジ科

ス　ノキ属( VaCct/mLm SP7･enge,7T (GDon)

sleumer) ､ツツジ属(Rh()dodendT･On deconun

Fl･anCh)あるいはモクレン科シキミ属

(ll/I(･lum Slm〃n.tL'L Maxln )が優占していた

(Table l､ 2)｡林床にはイノモトソウ科やオ

シタ科ベニシダ属などのシダ植物などウシや

ヤギに採食されなかった種類がわずかに生育

していた｡ ･方､永平県金光寺国家自然保護

l大の占-い二次林では､ブナ科のシイノキ属や

マテバシイ属が林冠を形成し､沢沿いの光環

境のよい場所ではトウツバキが高木層にまで

Table I. VcEetation data seat of the Camel/ia reLICu/ata community in Yanf王bL

Date　　　　　2008,01.29

Nt托ude　　　　2384m

Exposure N40W

hclination　　320

Square　　　　5 × 5m

H

D･S sp.
+　　肋払retJbubta

1 ･l JWckm dmons/1'
+　肋parken'

+　　Pten-s nervosa

+　Shocos caudbte

+　ELJryabqu血na

+　Lbten's Gwtuosa

+　如ぬJbpoI7I'ca

十･ 2　Pbbh'bhum Ju'ceopa/eaceum

+　Lkustrum quI'hou/

+　FhJbushenryY'

+　ELJPatOrhJm aObn如

十　flwlcLJm CT?ITW'neLJm

+　　Anotis hlhute

+　　Akeb/-a納ノ払te vcr. austrd/i

Site No,　　YS-1

LatkLIde N250　37■45.3〝

LongねJde E990 53'38.9"

T2 Height
T2 Coverage

S Height

S Coverage

H Height

H Coverage

T2

D･S sp.

3･3　Fbbgb a′肋ta

1 12　Desiduous tree

3.-10m

40%

0.8- 3m

80%

～0.8m

10%

S

D･S sp.

4 I 4　Came肋′せtIlou/ate

3 ･ 3 JWcI-um slbonsJli

1 ･2　Cr;ataegs cuneata

1 ･ 2　De〝drobenthamJ'a capJ'tata

l ･l Eurya /oqu/ana
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L ilhILtコ　VtIiieLこlLIOn data seat orthc ( '(IlJtt,//ILJ rtノ/lLtI/LJ/(I C川11]11umll m YこImLbl

SIte No YS-2

Latltude N25d　3T45_3"

Longltude E990　53'38.9〝

S Helght

S Coverage

H Helght

H Coverage

S

Date　　　　　　2008 01 29

A】tltude　　　　2439m

Exposure N30W

0 8- 5m lncllnat10∩　　400

5×5m

D･S sp

2 ･ 2　Vaccln/um SPrengenJ

2 ･ 2　Ca/″en/a reticu/ate

1 I i Schima crenata

2 ･ 2　L/thocarPuS dea/batus

2 ･ 2　R/10dodendron deco′um

1 ･ 2　V/bumum cy/Jhdr/Gum

十　L/8UStrum /uc/dun

800o S q uare

～0 8m

l OB｡

S sp

1 Sa′℃ococca ruse/fo/Ia

Eurya /oqu/'ana

He/wlngla ChlnenS/S

Jarer/s newosa

+　NotJ70PanaX (ねvJdli

+　MazusJaPOnicum

+　　VaccI171um mOdestum

+　Rubuspa/★en

+　D′I即tenS Sub/ace/甘

J iLhk 3 VeilLILallOrl data ゝt,at orthe (I(〃〃(,//lL/ /･(,II(･LJ/(I/LJ LIOnlmunJt＼ ill YonilPInl三

Slte No

LatltUde

Longltude

TI

TI

T2 Helght

T2 Coverage

S Helght

S Coverage

H Helght

H CoveraJ:e

YP-1

N250 11'579"

E990　32'114"

8-18m

8084

3-8m

70㌔

1-3m

1 088

一一1m

l OAo

Date 0801 30

Altitude　　　　2593m

Exposure S80W

lncllnatIOn　　388

Square 一ox 10m

TI

D･S sp

2･2　Styr.aX SP

1 ･ 1　Sc/7efWera mJnUtISteNat3

3･3　CastanopsIS SP

+　HederanePa/ensIS

+　,4ctlnld/a sp

T2

D･S sp

3 I 3　Camen/a retJCu/ate

+　Symp/ocos sp

l･l Fun/a sp
+　L_/gustrum qu/わou/

S

D･S sp

2 ･ 2　Symp/ocos caudate

+　Zanthoxy/um cuspJdatum

2 A 2　Sarcococca rucslfo/Ja

l A l StaChyurus hlma/aICuS

+　Stemona SP

十　　Rubus Da/☆erI

D･S sp

+　　Camen/a retICu/ate

l. l Sarcococca nJCS/foha

1 I 1 CayrlatJa./aPOnICa

+　Rubuspa戊en

+　　Akeb/a tnfo//ate

+　fle/wJnglaJaPOn/Ca

+　　TupJStra SP

+　Po/ystJChum pICeOPa/eaceum

+　　V/o/a sp

+　Eupatonum adenophonJm

+　　Ptens nervosa

l･l LJndem/a sp

+　fihblayunnanenSJS

+　Po/ygonum nepa/ense

1 ･l AnotJSh/rsute

+　E/atOStema SP

+　Aspa/聯/S nIC/nuS

+　　Ty/ophor.a sp

+　　OphJOPOgOn Jntermed/us
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Table 4 ST)cc.eh CLM､POSiliolMr ( ･`LmLJIItu rL,/J'Ztlu/a col-1rnun.I_I i.- Yunnan
｢面~　　　Ys2　　　YPI CHU1

20鎚/(/29　　2008,I ′29　　2008 1 30　　2007/2 13

2384m　　2439m　　2593m　　2280m

5×5m　　5X5m lOxlOm lOxlOm

8-14m

50㌔

15-8m

8000

05-15m

50oD

∫-0 5m

30ql)

S60E

300

24

3･3

2･2

4･3

Stand name

Date

Altltud e

Square

TI Helght

TI Coverage

T2 Helght

T2Coverage

S Helght

S Coverage

H Helght

H Covcrage

Exposure

lncILnatlOn

-NtJ.Jw of Sp8Cl.I

Ca177eNJa JleE/Cu/ate

J7ubus pBrken

Pter/s nervosa

Oph/opogon /ntem7edJuS

LJguStWm qulhouJ

i/tJIOCa/pus dea/batus

oayrlBtlaノaPOr"Caヤプガラシ

symp/ocos caudaEeアオ′けハイノキ

Euwa /oqulaJ7a

SbI･COCOCCa nJSC/rD/Ja

Eupatorlum adenophorum

po/yst'chum pICeOPa/eaceumサクラジマイノデ

J4kebJa tnfohate var austra/JS

AJ70tIS h/mute

ActIJ7(dJa SP

Age/甘t/na adenophra

4sparaBuS mICIl7uS

eerbens pnJJnOSa

cameula 0/e/feJla　ユチヤ

Castanops/s sp

C.ry,JEAa SP

CephaJotaxus slnenSJS

oomus macraphy//aクマノミズキ

crataeCuS Cur'eataサンザシ

Daphne leddeJ

Dendrobend7aJ77Ia Cap/亡きta

DIChoEo〝ぽnthes lrISねn/aeca/pa

D/yaptens sub/aceJla

Dryopteris斤〟ctuosa

EIatostema SP

EIsho/EzLJa /1堺ノ/Pea

Eurya sp

Eurya2 sp

f/edera 〝epa/eps/S

/ね/wlng1-a ch/nensIS

fJe/wJ′耶JaPOn'Caハナイカダ

f/ypencum gad/neuITT

F/ypenGum u/甘/um

h/IC/LJm S〝T70nSlI

1.1

iJ il

l･1

州
惹
仙
憲
洲
エ
:
三
･
-
 
･
 
1
2
 
I
 
2
㌍
･
･
･

2

･

2

　

∴

1

　

　

　

　

　

　

2

十

　

　

　

　

十

　

十

　

･

　

　

　

十

　

.

　

◆

　

十

+

2

　

1

　

　

　

　

1

　

1

　

　

2

　

　

2

◆

●

2

　

2

　

　

　

　

1

　

2

　

　

2

　

　

3

33
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LIBZJSLnlm lucidumトウネズミモチ

LIn由mJa SP

Nazi/SノaPOnICumトキワハゼ

叫〝ねa nana

AlyrsIJ7e ahcana

JVp肋qpanax血vydu'

軸/a BnWab

Fro/y:wum nepalense　タ二ソバ

PcJTu/us bonBt/I/I

Pnhsep血LJb'ns

伽n's muJbyFdaイノモトソウ

/WIOくわdqndbn deco′t/J71

/わse btnksLBe

肋yzn7仰J78nSrS

frubus JTe/TryI

Sche触rrlJnLJtisteNBLe

SbJIJha c′mLa

SbIX?x leneeノ花Ihe

Sbchyznvs hJme/a/CLJS

Stemoha Sp

SryyzIX SP

Sympbcos sp

TemsbwmJa a"nBntheJla　モツコク

TupJSねsp.

TyJwhonI sp.

VaccJhJuJ77 bJIBCteahm　シャシャンポ

VeccmI'tml J77血tum

Vacc〝IJt/m SPr8nCtPn/

レ払ur77um Cyhhd7CLIJ71

babumtIJn血e伽var ceanodlOJ抽s

VlQb sp

DecJduous tr･ee

ZanLJTOXY/ym cuspJぬtum

3･3

JaPOntCa (Thumb.) F.G Dletr.､サクラジマイノデ

PolystlChLEm Jガceopaleacellm Tagawaなど1 1種

類がとlJ.現したD

考察

トウツバキは標高1800-2800mに分布し(中

国科学院昆明植物研究所1981､閏　2000)､

トウツバキの出現する林分は今回の調査区の

組成からみると､昆明市周辺の非石灰岩地に

広がる高山拷casfanopsLS delavayt ･損油杉

Kele/eerta eve･!,1･nLana群落､あるいは損青岡

Cyc/obalanopSES glalICa710tdes ･損　石　操

LlIh()C(〃･pzl.～　dealbaTIIS ･損油杉　KeleleerLa

evelynTana群落(雲南植被編写経1987)に

当するものと考えられる｡その種類組成は

本の南九州から奄美諸島にかけて分布する

緑広葉樹林の構成種と同属の種類(対応こ種

が多数出現し､特に自然性が高かった金光

国家自然保護区の調査区と比較すると､高

層にシイノキ属が優占するほかフカノキ属

キヅタ属が出現し,亜高木層にはヒサカキ

やイボタノキ属､ハイノキ属が､低木層に

アオバナ-イノキやサンシ

キイチゴ属の植物などがそれぞれ出現した

また､草本層はタ二ソバ､ヤブガラシやサ

ラジマイノデといった共通種のほかにジャ
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ヒゲ属､イノモトソウ属など日本の常緑広葉

樹林の構成種と同属の種類から構成されてい

た｡この調査区の全出現種の属数に対する日

本との共通の属数の割合はおよそ87%で､非

常に大きな割合を示した｡

これらの地域の植物は日華植物区系照葉樹

林帯植物としてまとめられており(大沢

1977)､大沢(1983)やShlmZu (1991)は日

本に分布する常緑広葉樹林帯､落葉広葉樹林

帯､さらに針葉樹林帯の多くの植物種と同属

の種類がヒマラヤから雲南省にかけて連続的

に分布していることを指摘している｡特にト

ウツバキが生育している常緑広葉樹林帯は雲

南省では垂直的に高標高域に分布しているの

に対し､同じツバキ属の分布北限にあたる日

本では沿岸部の低標高地に分布することを示

している(Ohsawa 1990)e　さらにはOhsawa

(1990)は最寒月の月平均気温の- 1℃の高度

の分布と常緑広葉樹林の上限の高度分布が一

致するとしている｡

日本のヤブツバキはトウツバキから種分化

して目本にまで分布するようになったと考え

られている(坂田2001)｡今回の植生調査結

果では､トクッパキが出現する常緑広葉樹林

の構成種も日本との共通種や対応種が多いこ

とから､これらの種もツバキと同様に分化し

ながら日本にまで分布するようになったこと

が考えられる｡

本研究は平成19年度(財)国際花と緑の博

覧会記念協会の助成事業の援助を受け実施し

たo現地調査に際し便宜をはかってくださっ

た大理州永平県雛公重主任陳墨光氏をはじめ､

大理市､永平県､瀞鼻県の方々に心より感謝

申し上げる｡
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Cytological note on Anredera cordLfoIL'a (BaseIIaceae)
naturalized in Okinawa Island

Tadashi KanemOtO

BotanlC Gardens ofToyama,

42 Kamikutsuwada, Fuchu-machI, Toyama 9391271 3Japan

Abstract: The chromosome number　2n-30　was counted for AnredL,ru (A()/'dI/()llu

natura)lZed ln OklnaWa Island The karyotype formula was deslgnated as

2n-30-2M+20m十8sm, however. among the elght ‥sm" chromosomes, five chromosomes

showed relatlVely high values of arm ratlO: 2 00 or more･ The cytologlCal feature ofthc

present taxon resembles an lnte-edlate between A･ cordt/(,/ta subsp･ C(mdL'folEu

(2n-36-3X) and subsp. gracllts (2n-24-2X) descrlbed by Xlfreda et a/ (2000) ThlS may

lndlCate that subsp. cordlfoILa and subsp. g,-act/,5 are actually haxaplold and tetraploldl

respectlVely, and the plant naturallZed ln Okinawa Island lS a pentaplold hybrld between

the two subspecleS･

Key words: Anredera cordL'foIIa, Basellaceae, chromosome number, karyotype,

Polyploldy

Accordlng tO HashlmOtO ( 1 996), approxlmately 10 taxa ofAnredera (Basellaceae) oc

ln tropical America. Anredera cordlfolL'a lS Characterized by vegetative reproduction

)り)
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Fig. I , Anredera cordlfolia in Okinawa Island･ A: plant habit･

B: Tuber on learaxll.

Table 1. Locallties and chromosome numbers ofAnredera cofldlfolia observed.

Lo叫　　Nu-berofplanb Chrno=obS:me vouch-

Chibana, Okinawa City,

Okinawa Prer.

lkehara, Okinawa City,

OklnaWa Pref.

Mzugama. Kadena Town,

Okinawa Pref.

OC 0701

3　　　　　　　　　　2n-30　　　　　　　0C 0702

0C 0703

0I　0701

3　　　　　　　　　　2m-30　　　　　　　01 0702

01 0703

0M 0701

3　　　　　　　　　　2m-30　　　　　　　0M 0702

0M 0703

at 20 0C They were macerated ln lN HCl at 60 0C fわr 10 sec, and the meristema

reglOnS Of root tlPS Were Stained with l% acet0-orceln. The chromosome preparatlOn

made uslng SquaShlng methods. Chromosome morphology was descrlbed according to I

nomenclature of Levan el al. (1964). Consequently the chromosomes were divided i

two groups- m chromosomes (am ratl0 - long am length /short am length: 1･0-1･7) a

sm chromosome (I.713 0). Voucher speclmenS Were deposited in the herbarium of I

BotanlC Gardens ofToyama (TYM).

Result and discussion

Chromosome number at metaphase was counted to be 2n-30 (Fig. 2), ThlS number

the rlrSt report for the specleS and quite differs from the prev10uS reports Of 2n-24 a

2n-36 by X]freda el al. (2000).
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兼本　正.沖縄島に帰化しているアカザカズラ

(ツルムラサキ科)の細胞学的研究

アカザカズラ(Anredera coydljTolla)は熱帯

アメリカ原産のツルムサキ科アカザカズラ属

のつる性多年生草本で､観賞用として導入さ

れ温室内で栽培されているが､西日本から琉

球にかけで帰化している｡今回沖縄島に帰化

している本種について染色体数と核型を調べ

た結果､ 2n-30-2M+20m十8smであることが明

らかとなったe　8個の次中部動原体型染色体

のうち5個は腕比が2.0以上と高く､この特
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Fig. 1 GerminatlOn Of mature seeds

Calanthe dt'scoloF･ Var. fokunoshEmer

and protocom f'orrnation on "N

DogashlTT)a'' medium supptemen

with 0.2 mg l~■ BA at 200C under 1

lllumjnatlOn at　40　pmol m-2

Photographed four months after sowi

Black and whlte arrow heads lndica

germinated seeds and non germlna

ones respectively. The bar indlCate

lllnl.
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神戸敏成】 .遊川知久2)･三吉一光31日本

原産絶滅危倶植物エビネ属4分類群の非共
生発芽にBA及び光､培養温度が及ぼす影響

lりくにF'l 'L-_する絶滅危倶種であるエヒネ

).･(.:,U)i//)鮒汀(キエビネ､キリシマエビネ､

トクノシマエヒネ､アマミエヒネ)の完熟

仰J′を川いて､非Jl,-･/卜発芽はによる繁雛を



M.llCh 2LJ(lL)　　　　　　　　Godo (JI tll As_vmhlOtLLI Seed gerl11】natlOn "l Cu/`川/h(I
ユリ

15120%低卜したII'Jlf如) 25℃における培養

では､ BA U)イ｢鮒二かかわらず光に上る碓

ij-E:lil.1,:効米は,.忍められず､発芽率は37-42%

に過した,キリシマエビネでは､温度､光

のイ1一.1照ならびにBAを組み合わせた8区に

おいて発ii-:-i,I-Ll l0-25%であV) ､統計的に

∴t-:- --:- __--_ : I-



N(1 I4日 Bull tlot GaTd Toyama

義



-__∴_ I

Prefecture, chromosome numbers were determined. Chromosome numbers for

common species were addltionally reported here.
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Table 1 LocalLties and chromosome numbers of seven taxa oflridaceae orToyama

Prefecture.

Taxon Local】t)
coHecl10n Chromosome

nLlmber number (211)

ll.Iy c77､`Jl`J tar. ～/)()nllI′7ピrL Nakataura, Himl C]ty

I glCI( I/I/7(,～

I JEI/N"7((･u

/ /uL,tl/guru

/ ＼rI()＼rl

I /)～,t/(/(lt (JrLlb

(3(,/um(.(I/7dEI ( /77〃(,n＼ハ

GonshouJ), Tonaml CIty

HlranO. ImlZu Clty

Fuchumachi-yoshlta帆Toyama Clty

Amlkake. Nanto Clty

Katakake, Toyama Clty

YatsuomachI-tanlOn. Toyama CLty

Betsumatadanl, Uozu Clty

Hlgashlmatadam, Uozu CITY

Johana. Nanto CITY

Amlkake. Nanto C)ty

Komata. Narlto Clty

Shougawarnachトkakuryo, Tonaml C)ty

Yatsuomachトnlnbu, Toyama Clty

Nlrehara､ Toyama Clty

AshLl. Toyama Clty

Katakake. Toyama Clty

Nunoshtrl, Toyama City

SasadzLL Toyama C】ty

Jlke, Toyama Clty

Almoto. Kurobe Clty

H-tohane, Hlm Clty

Johana. Nanto Clty

Shouga､､′amachl-myogahara, Tonaml Clty

Tanayallla, AsahlmaChl, ShimonllkaWa一gun

ArlITllne. Toyama CITY

FLUtnlOr】､ Oyabe City

FLIlomL Nanto Clty

Yokodol. Toyama CITY

SasadzLl. Toyama Clty

KobaJoyama Clty

Kurlyama. Toyama Clty

Nlrehara. Tovama CITY
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(Nakajima 1936), Korea (Lee 1967), China (Mao 皮 Xue 1986. Ge & Li 1989. Zhao i,ttI/.

1990, Cheng ef a/A 1991), Russla (Probatova 良 Sokolovskaya 1988), and India (VlJ C,I a/.

1986).

This study was financially supported by EXPO '90 Foundation.

李　宏哲IL-■ .中田政司H　富山県産アヤ

メ科植物7分類群の染色体数
I,L;･.■日川1.-に′卜育するアヤメ科アヤメ属6分

賀川rfとヒオウキ属l縄の漁色休数を算定し

た　それぞれの淡色体数は､ノ-ナショウ

72n-24､ヒメシャガ2n-36､シャガ2n-54､

カキツ-タ2n-32､ヒオウギアヤメ2n-38､

キシIlウフ2n-34､ヒオウキ2n-32で､こ

∴-: _ ~_I-Ill
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UllIV. Ed: Sect. HB35: 97-111. (inJapanese)

N)shlkawa, T. 1988. Chromosollle COuntS Of flowering plants of Hokkaido (ll).

Hokkaldo Univ. Ed: Sect. HB 38: 33-40. (in Japanese)

Probatova. N.S, and Sokolovskaya, A. P. 1988. Chromosome numbers in vascular p)an
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180-188.
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トウツバキCameIltu relLCII/ulu Llndlは中国

では1300勺:-以l･_U)成増の惟史があり､【毒]芸晶

種の数は100を超える(中岡科lllI=院昆明植物

研究Jj-r 1981)ノ挿し木繁殖がlh1難なことから

増殖は接木によって子rわれが､紋木の過度の

採取により､ ,V.柿U)元と7'J.)った.ir樹の衰弱が

起隼卿州し､資縦的枯渇が危供されている｡

これらU) lilJ椿トの多くは寺院境内に植栽された

隻)U)で､地ノL政府はこれらを大然言己念物に指

定して帆稚しているが､すでに枯妃したもの

辛,多くあるとい;)

保令を目的としたトウツバキの調胤ま､ ･fJ

rTlほか(2008)が2007年に雲南村笹雄市でr. 委　棄



Nく1 1Bun Bo† Card Toyama

=二一一

個体〃).汁測は樹高と胸高幹周(または根元

描)をWUr,ii'し､樹木の健康状態を日祝したo

花および葉については､開花枝を先端から約

30cm採股し､肘1食害等を受けていないもの

3枚の葉身1.g､葉幅､柴柄長をデジタルノギ

スで測定し､典練兵計(コニカミノルタセン

ンング製　spAD-502)を用いて葉緑素を測
'J上､炎色をコニカミノルタセンシング製カラ

ーリーダーcR-llをFT]いて測定したo　これら

は葉1枚につき3回繰り返し測定した平均値

を記録した｡花については花筒長､花筒径を

測定した後､花弁ならびに等片を1枚ずつ剥

がして花弁長､花弁幅､尊片良､尊片幅をそ

れぞれデシタルノギスで測定､さらに雄蕊長､

雄蕊径､離花糸､ J′･房長､子房径､花柱長を

測定した｢花色は葉と同様にカラーリーダー

を用いて測定したr　これらのデータはデータ

ベースソフトウェア`ファイルメーカーpro

vcr.L85'を使って-ソコンに入力した｡その際､

染緑素､柴身長､葉身幅､菓柄良､尊片長､
i?,tl-片幅､花弁長､花弁幅については平均値と

( )州こ最小伯と最大値を記赦した｡

調査結果を人J引こ附表として示した｡個体

ことu)数偵データU)ほかに､個体の写真､花､

姫なとU)'L1-51壬卓,旅付した(,今阿の調査は占樹

なとの保護を必■怨とする個体の生育状況の把

掘､ならびにそ〝)特徴の科学的な記録を目的

として子iわれたL,特筆される個体は､嶺LLJ県

鎗iiHJU) ､純Li境内C7j Hlj]代lI]一日雌｣ (晶種は
`柳葉銚糾' ､附衣-のWS-I)で､樹高17m､

仲川139cmあり､関よ.17,種としては世界点火

といわれている.また永Tr7県金光､LJ:では野生

柿としてrllI琳最人と.LP､われる個体(Yp-3)杏

測'jiこすることができた(樹高17m､幹周

I 39cm)

朋査If川u)うち花色については申出ら



青畳度 ��

僅度 ��

樗高rh ��

地町 們駘ｨ屬�

風当 亊��

日当 仂R�

土等 ��

土子昆 �4ｲ�

土壌.四度 辻�

土壌pH �.r紕�

品種名 冢ﾉ�h霻�

推定樹齢 辻�

櫛商m 澱�3"�

樹冠篠m 辻�

根元周Cー⊃ 辻�

胸高周crD ��

23,22 

署花数 辻�

花期 辻�

色(秦) 典u�2�"�

負(票) 典u釘�2�

雫終幕量 田偵Bツ��2ﾓsづｒ�

筆身長mm 塔�釘�

(78.54--83.37) 

棄身幅mm �3���R�

(28.46-31.28) 

葉柄長mm 湯纉��

(8.69-ll.08) 

尊片長mm ����3B�

(2.78-21.84) 

掌片幡mm ���經r�

(3,86-18.67) 

花年長mm 鼎�縱b�

(32.82-44.76) 

花牟幅mm �#b經2�

(21.25-30.50) 

花弁数 澱�

花弁色 途絛%�R����

雄蕊長mm ��R��r�

雄蕊荏mm �3B經��

離花糸mm ��b��r�

子房長mm �2�#r�

子房径mm �2��r�

花積分校数 �2�

花柱長mm �#ゅ���

=
表
F
R
l
l



音量度 ��

橙度 ��

標高7n �#SS2�

地形 們駘ｨ屬�

風当 仄ﾒ�

日当 冉��

土壌 �;ﾉ�i�厭�贅�

士湿 ���

土壌硬度 辻�

土壌pH 澱�2�

品々重箱 冢ﾉ�h霻�

推定樹齢 辻�

樹商m ��r�

樹鞄 辻�

根元周cm 辻�

胸高周cm ��3R�

看花数 辻�

花期 辻�

色し表) ��

㌫== 典u釘�B�

禁漁声量 田b�(,ﾓ2紕ﾓcゅB��

葉身長mm ���"繝��
(log..53-99.19) 

葉身幅mm ��
し44.39-40.29) 

葉柄長mm ��b繝��
〔15.S1-17.88) 

薯片長mm 湯ﾃィ�2�#ふ�ゅ3���

等片幡mm ��
(4.67--15..71) 

花弁長mm �3b緜��
(2(〕.67----43.elLl〕) 

花弁幅mm �#"縱"�
(16.l二l5-27.27〕 

花井数 澱�

花弁色 途絛%�R��"ﾃ��ｴ･"��R��"�

雄蕊長mm ��

雄蕊穫mm ��B絣�

献花糸mm ��

子房長mm ��

子房篠mm ��

花信分枝教 ��

花柱長mm 亦ﾘ5(4Tﾄ､υ�

所見 冉ﾘ4X6｣｢��,H4ﾉnﾉ�h顗,ﾉ�(､XﾜY�Xﾌ)�ﾂ�



播磨 白�� � 

E ��1_I_l_ ��

1 _l1 

地坪'- 槌eFﾆﾉlｩ(b�

強 

E当 �(ｨ��

間色喜子T.± 
-i-,■日 唳��

j=壌硬質 �����ﾙ?��

十壌tlH 捺ﾇ"�

品噂=_岩 冢ﾉ�i{2�

推定樹齢 辻�

櫛高m ��"絣�

衛冠雀m 辻�

根元周crn 辻�

胸高周C一口 涛"�

者花数 辻�

花期 辻�

負(泉) 典u�2�"�

負(票) 典u迭�B�

集線素量 田"縒ツ�繧ﾓcB����

葉身長mm 塔ゅS"�
(79.79-96.67) 

葉身幅mm 鼎�貳ﾂ�
(37.OrJ-ノ44.02) 

葉柄長nlm ��R縱R�
(1439-16.53) 

算片長mm 免ﾂ經b�

(2.50-.21.95) 

等片幅mm ��B�3"�
(4.56-22.59) 

花弁長mm 鼎�紊��
(38.39-45.31〕 

花弁幅mm �32�3��
(29,71-.-35.54) 

花弁数 迭�

花弁色 ��

花筒長mm 鉄偵��

花筒径mm 都ゅ2�

雄蕊鼻mm �3B����

雄蕊径mm 免ﾂ繝��

離花糸mm 免ﾂﾃ迭�

子房長mm 釘�#"�

子房篠mm 釘綯�

花積分摂款 ��｢�

花柱長mm �#なﾌСr�

～
.
唐
芋
氾



5二≧

水平県77(国寺

2008年2月1 El

緯度 ��

後塵 ��

標高m �#3C��

地形 兌ﾙ%)&��

風当 仄ﾒ�

E]当 冽｢�

土顎 俛Y�h贅�

±湿 �.r�

土壌硬度 澱コ縒��

土壌T)H 澱紕�

品種島 ��Yyﾙ(2�

推定樹齢 都���

樹高m ��B�"�

樹冠径m 唐繧�

根元周一:m ��モ�

胸高周cm ��モ�

著花数 ��#��

花期 冓隍｢�

色｢蒙) �%�u�2�2�

皇｢真一 ��

葉緑素量 田�絣ツ��(��cB����

葉身長m 塔宝c"�

宰身幅mm 鉄E���
(52_10-57.57) 

葉柄長rnm ��%��2�
Lpll_42-12.53) 

専llL-長rlm ��b����

考FT帽mm �#����

花車長Ⅰtlln 鉄r��r�

花寺嶋m �3偵SB�
(~15.62-53.50) 

花車教 �#B�

朽ヰ巨 �"絛#B��"ﾃ��%�R��"�

花筒長ⅠTm 田E�2�

jTf筒撞Ⅰmn ��#"紊2�

38_14 

雄蕊撞nm �#R纉B�

離花束rnm �(蓼,b緜R�

子.琴長mm 澱經2�

6.63 

杵柱分枝数 釘�

花畦長mln �#h�ｳC"�



経度 ��

握贋 ��

標高m �##�2�

地形 們駘ｨﾖ"�

風当 售ﾒ�

日当 冽｢�

上 乖ﾉ�i�厭�7��

士湿 ���

土壌硬度 免ﾂモﾓ�2��

土壌T)H 途絣�

晶撞名 �;8ｩ�ｾ(ﾖr�

推定樹齢 �3S�ﾓC���

種｢高m ��r�

1野元旅童m 途�

根元周cTn ��3��

洞高周cm ��#2�

宥花数 �#S��

花期 佻ﾉZｨﾞx*ｲ�

色し表) �"綉u�2�"�

色し票) �"綉u釘��

集線素量 鉄B��ゴ"�2ﾓSR����

菓身長mm 涛R縱"�ンB��bﾓ唐��鋳�

菓身幅mm �3r纉���3B�#BﾓC�經ｒ�

葉柄長mm ���纉��
(10,72-ll.52) 

尊片長mm ��R纉��

(5.72-23.42) 

専片幅mm ��B纉��
(6.16-19.04) 

花弁長mm 鼎�ﾃC��
(26.84-51.47) 

花弁幅mm �3�紊"�
(15.50-37.16) 

花弁数 �#r�

花弁色 途絛%�R��"�

花常長mm 鼎2纈�

花餅径mm 塔2�"�

雄蕊長mm �#ゅc2�

雄蕊径mm ���纉R�

触花糸mm ��"紊��

子房長mm ��陋ｲ�

子房篠mm ��陋ｲ�

花柱分枝数 ���

花柱長mm �#2��r�



経度 斐#S�SrsCR�$B�

経度 粘����##�C2繆x��

標高m �#C���

地形 們駘ｨ�2�

風当 偃2�

日当 ���

土壌 乖ﾉ�i�厭�贅�

士湿 俯ﾂ�

土等硬度 途ィﾓ�2��

士*pH 途���

品種名 傴ﾈ��{｢�

推定樹齢 辻�

櫛高m 唐���

樹冠径m 釘�

根元周cm 塔R�

胸高周Cーn 辻�

苛花数 ���

花期 佶2�

負(表〕 典u�2�2�

負(.票) 典u釘��ﾃB�

集線素量 田2縒ツ�綯ﾓcゅ"��

薬身長mm 田B繝r�
(59.89-72.12) 

葉身幅Ⅰnm �3r緜2�Tt35.18-39.49) 

葉柄長mm 湯繝��(.a.75,--10.47,i 

薯片長mm 辻�

尊片幅mm 辻�

花弁長mm 辻�

花弁幡mm 辻�

花弁数 辻�

花弁色 辻�

花常長mm 辻�

花常在mm 辻�

雄蕊長mm 辻�

雄蕊寝mm 辻�

離花鬼mm 辻�

子房長mm 辻�

子房篠mm 辻�

花柱分枝数 辻�

花柱長mm 辻�



l l lLLL l　■/ ′′　/'[.LIJ'l

華厳寺｢己艶　付近

二lこIFtL=】早二日4Ej

r=' 

Eil ��鳴�

二ip 剪�

池rJ 兌ﾙ%)&��

凧当 偃泳��

{且 ｢丁一 

土二項 ����i?�,b�

I? � 啌顏��

土壌こ:I-: ��� 

品複名 辻�

推定樹齢 辻�

樹高m 唐縱��

樹御重m 唐�"�

根元周cm �����

胸高周C一刀 辻�

者花数 �����

花期 倅�ｨﾞx*ｲ�

色〔表) �"綉u�2�2�

色し票) 氾"綉u迭��

葉緑素量 田"��ゴb綯ﾓcr����

葉身長mm 涛b纉B�
(94.77-98.35) 

葉身幅mm 鼎ゅ3"�
(44.74-54.07) 

葉柄長mm 唐���ィ繝ふ偵ィ��

薯片長mm ��B縱B�
(6.23-27.76) 

専片帽mm ��2繝b�
(3.67,-㌧22.44) 

花弁長mm 鉄�纉��イ��#�ﾓc�纉b��

花弁帽mm 鼎��#r�
(12.69-49.45) 

花弁数 ��r�

花井色 ���%�R��"ﾃ"絛#B��"�

花筒長mm 鼎�纉��

花滞在mm ���"�3"�

雄蕊長mm �3B��B�

雄蕊径mm ��2緜2�

陣花糸mm ��R����

子房長mm �2繝��

子房篠mm 迭��R�

花荏分枝数 �4R�

花柱兵mm �3�繝r�

樵張りはよいが葉数が少なく樹勢はよくない｡
リタ-層がなく粘土質の土壌が表層に露出して
いる｡

I
.
/
I
.
1
.
 
:
･
+
滴
.
　
了
.



経度 ��

経度 粘���#�sC"纈"�

標高Tn �#イR�

地形 兌ﾙ%)&��

風当 ����

日当 冉��

士等 ���i7��

土湿 ����

土】裏硬度 釘�"ﾓb��

土壌r'H 途縒�

品種名 ��Xｫ9(2�

推定樹齢 辻�

櫛高m 唐緜R�

樹完封登m 澱繧�

根元周crD ��CR�

胴商周cTZ) 辻�

着花数 辻�

花期 佶2�

負(表) 典u�2�"�

色し票) 典u釘��

葉緑素量 田"纈ツ���ﾓcR綯��

葉身長mm 涛�纉"�
(85.97-96.15) 

葉身幅mm 鉄�縱b�
(47.77-54.58) 

葉柄長mm ��"繝��
(ll.04-16.15) 

薯片長mm ��b����
(6.22-29.36) 

薯片幅mm ��ゅ�b�
(6.64-25.00) 

花弁長mm �3r經2�
(L23.61-44.73) 

花弁幡mm �#b�#�����經ふ32紊���

花弁数 ����

花弁色 填#2��"ﾃ"絛#2����

花筒長mm 辻�

花筒径mm 辻�

雄蕊鼻mm �#2縱b�

雄蕊径mm ��偵�b�

触花糸mm ���繝��

子房長mm 釘經��

子房径mm 迭�3b�

花荏分校款 稚ﾂ�

花柱長mm ��
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山HL,r.Hl火脚物L対刷1LI糾㍗】

富山県フロラ資料(13)

大原隆明･富山県中央植物園友の会植物誌部会

富山県中央植物園　〒939-2713富LLj県富山市姉LIJ町上轡川42

Materials fbr血e Flora ofToyama (13)

Takaaki Oohara & Survey group for the nora ofToyama,

Thefriends of the Botanic Gardens ofToyama

Botanic Gardens of Toyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939-271 3Japan

Abstract: Throughour recent field and herbarium sun/eys, 4 taxa are newly recorded as
members ofL the nora of Toyama Prefecture. They are BfT7muS hoTdeaceus subsp

molllf(ormLS, Gerantum molle, Euphorbla PePlusand Viola palmata. AdditlOnal LocalltleS

ln Toyama Prefecture are reported for Poa matsumurae, Care･r olaruensls, Dunbarta

l･JJlo5u, V70/a kelSkeL, Hovenla tOmenlella and SwerlLa losaef7SLS. Which have been known

斤om only few loealltleS All speC】mens clted in thlS paper are Preserved m the herbanum

of BotanlC Gardens of Toyama (TYM) and the herbarlum Of Toyama Sctenee Museum

(TOYA).

Key words: flora, new localitleS, new records, Toyama. vascular plants

三､千､日

今回､富Ilト県新記録として報告する4分類

群は､いずれも富‥卜県における生育の記録が

『富111県植物誌』 (大田ほか1983)などの文

献に挙げられていないものである｡
一一方､富Llト県稀産分類群として報告する6

分類群はこれまで富山県内での確実な生育記

録がごく僅かにしか知られていなかったもの

である｡このうち､マルバスミレは過去に採

集された'畠‖卜県内産の証拠標本を検討したと

ころ､いずれも他分類群と同定されるもので

あったため､ /㌻lnlU)朝Frl-;-が富11ト県における唯

･a)確実な記録となる.イトイチゴツナギ､

ノアズキ､マルバスミレは『富山県の絶滅の

おそれのある野/圭三′巨物(レッドデータブック

とやま)』 (滋'両県生活環境部自然保護課



N() 】4_<H Bun Dot Card Toヽama

-､′ナ＼′ヒキB /7ul･dL,仇･ピu5 L subsp hol･deacez/S

にしく似た≠JJ)であったが､花序が密であり

(FIG lA)､ L1-は果'j三時に基部で倒れ聞出す

/J (Flg lB)という柑敦がsmlth(1980)などの

subsp "M/ltf'MmL†の古己述とよく一致すること

を胤山Il'.し､ 1ゝ分別伴と同定した｡富山県中央

1ElllI物I棚1;ミ本陣や'li,;E I E rh一科学博物館標本唾には

′.I;川rl)山人】て採態された本分頬群と同定された

lll':本JE収Ir'1.kさjしておらず､スズメノチャヒキ

IIJi,(ノ)1,tl一三本r卜に壬)本分類群とru.J定されるべきも

州tFl去jLていなかった,本分頓群は南ヨ一

口ソぺ二'J)/h L (Sllllth 1980)､国内では1952

勺にl■lH'-r''IlJ.Lrご初めて侵入が確認されているが

(人目)957)､ J邪道府県別帰化植物分布図』

({lP井は小2008)でlj:北海道から大分県に至

る範州ljl(/) 13 jW'府県に分布を示す点がプロ

ットされており､富山県の近隣地域でも石川

Lj.しおよび1くull･l,I,1,～.'=,J,己録があることが示されて

い7J /トl･.E本LtTl,:ご確認された場所では数百個

体かイ111)､:二′LffLており､数年前には侵入し

ていた壬)a)と柵刺される｡

目処f,rlL三本　仙)波IFIJ札室崎光子, 2008526

(TYM20903) , 2008.6 12 (TYM20904)

l-2.ヤワゲフウロ　GeraJ7lummO/ieL.フウ

し1ソウfこI

IELL棚/)目上.･tr;:: HLj)'iI崎光J'･が砺波市の水田畦

[;-1;/JJtで少放J)11州ゝ/'J欄花､結実しているのを

L･'/1'.乙合し､ 11■:本を桐せした(Flg 2)-今回確認

された手,し川1　化したところ､本県でも最近

:i■､速に'JJVLをL;､げっつあるアメリカフウロG

HJl･()/]nltlnLlm Lや､ ｣1王隣U)石川県(小牧1987)

やirrIえ川11- (!L)ll-は/'J1 2008)で記録のあるチコ

フウTLI G /)Ll､′//LI/7t Lに似た印象を受けるもの

で'.V)つた/}'､ (F]ぎ　コ^)､全体に吹緑色で､茎

に｢州侶する長仁と/kEi毛が緒=生することや､

姓u)L))か1△r/+ltlLtl繕J) 70%程度であること

(Flg　2A)､ /i:A7l､.'tl炎か紫色で先端が深く2

宴｣すること､ ,;Fil-Illu)光の突起はごく短く､分

り上.'州Lr=桃じj,があること(FIB 2B)なと

J)斗lH凱- webh 良 Ferguson (1968)なとの

-I1- -



MLlrCLl二川)H 人,E,tF他　Er, ｣日/IF㌔7ロラr,:flJ H

HIU)lJl,･L;JI:てりり花､糸,tl-実しているのを確認し､

標本をIl;処した(Fig 3)_　今回確認されたも

U)け上汁r;C/)葉は輪生し､杯状花序の腺体が三

【川形であるなと､一見したところナットウ

タイ(J)/L沖lな個体を思わせるもcl)であったが､

根巻かない　-隼F-rrごあること(Flg　3A)､茎

[い.･lf-110)射ili:さ1-2enl　と小判であること

(FIg　3A)､果実の背面に格子状のくぼみが

あり､什加には縦横があること(Flg 3B)な

どの特徴が　Smlth 良 Tutln (1968)などの

EuphoJ/)JtL Pep/ujの記述とよく一致すること

を確認し､本種と同定した｡富山県中央植物

園標本庫や富山市科学博物館標本庫には本種

と同'jiIされた標本は収蔵されておらず､トウ

ダイクサ鳩の標本中にも本種と同定されるべ

きものは含去れていなかった｡本種はヨ一口

ソ-､糾アシア､北アフリカ原産で､国内で

は本州(rlA東以南) ～九州に帰化するとされ

ている(,I.削1 2003)｡ 『都道村県別帰化植物分

布図』 (金井ほか2008)では東京都､鹿児島

Ll.l<､沖縄県U) 3都県のみに記録を示す点が打

たれているが,清水ほか(2001)には長崎県

や近畿地方にも帰化するとしているなど､全

同各地に.[.Ill,々と知られているようであるc L

かし､円本海側や北陸地方以北の各県の植物

誌やフロラ関係の文献には本種を扱ったもの

が見当たらず､富山県の近隣地域での本種の

生育を記した文献もみられない｡今回本県で

確認された場所では数個体の生育しか見られ

ず､侵入のこく初期の段階にあると推測され
十一
l･･-i

証拠標本砺波巾高道.主峰光子,2008.621

(TYM20906) .

114.ミツデスミレ　ViolapalmataL　スミレ

料

植物誰部会員U)tr:J:千枝子が富山市の住

宅街内の路傍で開花しているのを確認し､標

本を作製した(Flg 4)=　今回確認されたもの

は根茎は太くみずみずしい､花茎は無毛､葉

は無毛で掌状に5裂し基部は心形(FI菖.4A)､

花は紫色で側弁の基部のみに髭状L/)如亡が

ある(Fig 4B)などG/)特徴があり､ Roblnsorl&

Fernald (1908)やWoodWard and R】ckett (1979)

のTlolu sloneunu_Houseの記述とよく　一汝1る

ものであった　しかし､ L'JTullL,ultuli　アメリ

カ合衆国繭務省やスミソニアン仰物frE'Z.など

からなるグル-フにより設即された統合分

類学情報システムmS (Integrald TaxonomLC

lnfomtlOn System)のホ-ム--ジ

(http.//W-,.ltlS.gOV /) l二ではVl州/mafu L U)

シノニムとして扱われているため､今帖iこ

の学名で報告することとした'uq‥川Hl火植

物園標本畦や富lLIIII'科学博物館標本庫には

本種と同7jii'された標本は収成されておJ)｢｢､

同属で葉が大きく切れ込む利一徴があり汚名同

される　可能性がある　ヒ　ゴス　ミ　レ　V

chaelVPh_V/loldes (Regel) W Becker ㌧ar.

sleboutuna (Maxlm.) Makinoやエイザンスミ

レV etmnen.us (MaklrK)) MaklnO u)標本l川こ

も本種と同定されるべきもU).'i含まれてい

なかったが､未整理の標本r川二本椎とrrTlLiiiさ

れるものが1点含まれていた　この標本は

2005年に今回の生育地と同じ富山111仲iJW

で採集された栽培晶であり､少なくとも二の

当時に周辺地域で本種が栽土汚されていたこ

とは確実であるー　本種は北アメリカ東矧斥柘.

の多年草で(RoblnSm& Fernald l908) ､日本

には昭和初期に観賞用に導入されたが(rt井

1944)､現在でも　rミツデスミレ｣､ ｢クワガ

タスミレ｣または｢キクバスミレ｣などのY,

前で流通がある｡高橋(2003)は本椎につい

て｢関東地方以西の暖地に逸山しているL　庭

園や公園から逸出して人家周辺の空き地に

群生するが､一一時的なもので定着はしていな

い｣としているが､ 『都道肘県別帰化植物分

布図』 (金井ほか2008)では神奈川坑1<に.子J録

を示す点が打たれており､北海道外来種デー

タベース(北海道ブルーリスト;h叩//WⅥW

bluelisLhokka]do11eS gO.jP/)でも本種を械つて

いる｡今回報告する富山県の生育地U)ものは
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これ主で標本を採集していなかったために

袖ぐ,--していなかったが､すでに4年前から目

視依認しており､当時から路傍のコンクリー

トの隙rlluffr',分に50m以上にわたって生育して

いる状態に変化がないことから定着してい

る壬)cT)とみなすのが妥当であるため､ここに

紬71;･することとした｡なお､富山県の近隣地

域でU)本種の報うlJlはみられないが､実際には

各所で逸lLH､定着している可能性がある｡

証拠標本:富山市西中野1 rEL江守千枝子,

2008.4.16 (TYM20907) .

2　富山県稀産分類群

2-1.イトイチゴツナギ　poa matsumLIrae

Hack.イネ科

2008イr 6月7日に大原が魚津市の低山帯に

位担する集塊岩を切り開いた車道法面で開花

中の個体をBiLLH L､標本を作製した(Fig.5)C

今【叫確認されたものは岩に張り付くように生

育しており良い伏枝をもつものであったが､

花仔U)光が明らかに下垂していること(Flg.

5A)､小穂は明らかに偏平で柄が2-5…と

良く､外頴は細長く先端が鋭尖頭であること

(Flg 5B)を確認して本種であると同定した｡

本楯は『富山り封直物誌』には取り上げられて

いないが､『富山県の絶滅のおそれのある野生

生物(レッドデータブックとやま)』では本種

は/I,-少椎(NTに相当)として扱われており､

LETl{Fノ1における産地として朝日町北東部､立山

町北何部の低地､ );,-JJ｣町東南部の高山を挙げ

ている)富LLI rllJ科学博物館標本庫には50年前

に採粧された朝円田J.北東部産の標本が､富山

LF,日収植物園標本庫には立山町東南部の高山

(,E'三の標本がそれぞれ収蔵されており､これら

はいずれも本椎と同定されるものであったC

さらに､両標本庫に収蔵されているナガハグ

サ属の標本を調査したが､この中にはこれら

以外のイトイチゴツナギと同定されるべき標

本は請去れておらず､ ､tLJ岬丁北西部の低地産

C/)標本は見目けことができなかった｡今回見
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20Oti隼6月6日に入府が科目町U)未舗装林

道わきにある桟い水溜り周辺で結実中の個体

を兄■EI'ILた(Fig 6) /Hr.J確認されたものは､

雌花序は果実が非常に接;I:二つき柄が細長くfr

lE･することや雄花序は細く線形であること

(Flg. 6A)､果石は偏平な耐rti形で長さ2-

2.5mmと小JftF.)_､表面に脈や腺点はなく先端は

やや伸びてnrr形となること(Flg 6B)､茎の基

部の鞘は赤みを帯びた濃褐色で糸網を生じる

ことを確認して本種であると同定した｡『富山

県植物誌』では本椎を｢山地渓流縁にまれに

乍三育｣とした1二で､産地として細入村猪谷(覗

古LlJlTl) a)みを挙げている　富山市科学博物

館標本庫および富山県中央植物園標本席には
Lj.1{内鹿のオクルスゲと同'Jさされた標本は収蔵

されていなかった｡本椎と同様にアセスケ節

に含まれるスゲ属の植物のうち､雌花序が密

で良く垂れ下がるため混同される口丁能性があ

るカワラスゲC tncEju Boott､アズマナルコ

c shEJ7ttd=ensLt Franch ､アゼナルコ　C

dLmOrPh()lepl～ Steud.､ヒメゴウソC phacola

Spreng.､テキリスゲc kLOTensLS Franch. et Say.､

ヤマテキリスゲC /[abelJata H. Lev. et Vamot

の6椎のカバー内に含まれている標本をチェ

ックしたところ､富山市科学博物館標本庫の

アゼナ/レコと同定されていた2点の標本はオ

タルスゲと同定されるべきものであった｡こ

れらの標本はいずれも大田弘氏が富山市猿倉

から蟹.1:に至る区間で1959年に採集したも

のであったが､ 1二述の富山県植物誌に記述さ

れた産地はこの区域内に位置しており､ほぼ

同　一集団の可能性が高い｡朝日町における今

回の記録は県内では2箇所目の産地である可

能作が高く､ 50年ぶりに標本が得られたこと

となる,,現地はヒメゴウノやジュズスゲなど

が生育する榔閏なスギ植林の緑にあたり､本

椎の個体数は数十個体程度と見積もられた｡

オクルスゲは『富Ill県の絶滅のおそれのある

野生生物(レソトデータブックとやま)』､『環

境庁レッドデータブック2000』および2007 蓋gg;Siiig蓮gigfg喜Sigii萱筆芋蔓Sig蓋ii
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1.5-2cm､程と,梓弁は先が反転することなどを

確謹告して本柿であると同定した｡『富山県植物

誌』は本相を｢低山の陽光乾燥地にこくまれ｣

とした1-/亡､産地として;i'.IJJr町東峰のみを挙

げているが､『富ILl県の絶滅のおそれU)ある野

生生物(レッドデータブックとやま)封ま本椎

を希少杵(NTに相､▲'L)として扱い､ 11新川郡

､■/二日ILJrr､射水郡小ヰ卵]一(現射水市)東部､水

仙1i南部､砺波rlr東lfr,の湿地を産地として挙

げているトノ良川I EllA科学博物館標本庫および富

山柑rl央植物岡標本庫に収蔵された標本を調

査したところ､ ∫,Ll:1日=け科学博物館には小杉町

および氷見IfIu)ため池周辺で採集された標本

が取成されており､これらはいずれも本椎と

同定されるものでfF)つた;また､つる性で葉

が3小農からなる)∴･､が共通しているためまれ

に鮎川される　こ　とがあるヤブマメ

AmphLCLtrl)ueu b/･acle･ala (し.) Fernald subsp･

(,dgewtNl/7tl (Benth ) H OhashI War. jaI,(,mCa

(011V.) HOhashl､ツ′レマメ　G/_1.Ctne ma_r (し.)

Merr subsp. so/a (S)ebo]d etZuec.) H Ohashl､ヤ

ブツ/レアズキVLgna angularLS (Wllld ) Ohw) et

HOhashl VAT nt/JPlJnenu'S (Ohwl) Ohwt et

H.Ohashjや　ト　キリ　マ　メ　Rh.川ChosLa

uL7J川JnulL/ultCt MaklnOのカバーtt'の標本も調

在したが､二u)ll■には本種と同定されるべき

標本は含去れてJJ-J-らず､ ､L/:‥岬rおよび臓T:3ZrEi

J7'L'-icF)標本は見HJ,1-ことができなかった｢今回

見出された富山EIJLu)′f:.育地はノアスキJ)記録

としては仙人15例日､証拠標本を伴う確'夫な

.一己録としてはLFTl,r大川例日に当たると考えられ

ら, J兄地は神通川lい.Tに東岸のfR-t3jJJ仁にある細

-iAヒ道cr)路Jr i,･l引','J)で､チガヤ牡原[Flに放ハノ子

が帆認できた　ノアズキは『環境庁レソトデ

ーータゾック　2()()().｣および2007年8月に改),ill

された成せ三省(ノ)レットデータリ　スト

(http //www blOdlC gOJP/ rdb/rdbj.htllll)では

拍り　卜げられてい′こいが､宮城県(′白'城県環

境′H,r,[',IH'l肘姑蹴架2001)､ (中縄県((岬BLF.ll

lXuii:保健榔L'l然仇敵裸】996) a)各iJT]<版レット
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a)あ/JulJ'･1二′仁物(レソトテ-タブソクとや

モ)j　け本絹をJfl少種(NTに川当)として扱

い､中新川郡LrTJ一町北部､婦負那八尾ml (覗
'[;,.'小山)北部を産地として挙げている._　二の

21!'iZ::他は大仰(1995)に掲載されている大FH

弘tt採架IJ) 2.L.J!,の標本に基づくものと思われ

るが､ ′,LH‥lll咋斗半博物館に収蔵されているこ

れわu)1票本を再検討したところ､ ｣二市町大岩

叫,r;■…本(TOYA37095)はアオイスミレ､八尾

HJu)tll;ミ本(TOYA37100)はタチッボスミレと

それぞれ同左されるものであった′　富山rh'科
ノf:博物鮒栗本席および富‥卜県中央植物園標本

庫には県F人】龍のマルバスミレと同定された標

本はこれらの他に収蔵されておらず､スミレ

蛸の標本■rlにも本橋と同定されるべきものlj:

i-,;去れていなかったC　すなわち､今回の報告

が石川r県におけるマルバスミレの唯　一の確実

な記録であると思われる｡現地は小さな沢に

1;iってムカコイラクサやテンニンノウ､ヤマ

ルリソウなどが生育する湿潤なスギ植林内の

)i;{道わきlT-l1分であり､本種の個体数は数十個

体秘史と見械もられた｡マルバスミレは『環

境庁レッドデータブック2000』および2007

年8月に改定された環境省のレッドデータリ

スト( http://www blOdlC.gO.jp/rdb/rdb_fhtm) )

には放り卜げられていないが､各県版のレッ

ドデータブックでは山形県(山形県野生植物

研究会2005)で絶滅危倶IA (CR相当)と

されているのをはじめ6県でリストアップさ

れている,,いがり(2005)は本種の分布型を

暖温帯避雪利こ分類しており太平洋側の内陸

部に多いとしているが､本州中部以北の日本

海側では記録がかなり限られているようであ

り確実な記録は山形県(鈴木2005)や福井県

(福井県植物研究会1997,渡辺2003)の各

数筒所しか見当たらない｡『緊急に保護を要す

る動植物の椎の選定調査のための植物都道府

相川分布表』では秋凹県にケマルバスミレ(マ

ルバスミレのうちの有毛である型)の文献記

録があるように示されているが､最近の秋田

igg墓室5%iSS童藁gi;葉菜三g空き!?喜gS崇至芸喜ii
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Flg･ ) ･ B/I()mu･y h()FdeacelLS Subsp, mollirormlS COllected in Tonaml CIty, Toyama Prefecture

(TYM20904)I A: lnflorescens. Scale indicates 5mm. B: Splkelet. Scale Indicates 5mm.

Flg･ 2･ GLJl'tLl"Im ml)lle coHected m Tonam) Clty, Toyama Prefecture (TYM20905).

A･ Plant Sca1c mdlCateS 5cm B: Lower part ofafrult. Scale indicates 】mm.



MilrCh 2()()H 入り言,:他　荊1川T{7ロラ捌lH3)

Fig. 3. EILPhorbla PePJus collected in TonamI City, Toyama Prefecture (TYM20906)I A:

plant. Scale lndlCateS 5cm. B. Seeds. Scale indlCateS 0 5mm.

Fig, 4.作ola pa/mata at flowering stage in Toyama City(April 25, 2008)I A: Ptant･ B:

Flower.
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Flg 5l P,)tJ mEI/-77tmle at flowe1-1ng Stage in Uozu Clty. Toyama Prefecture (June 7, 2008).

A: P】a11t B: Splke】ets Scale lndlcates 5111m.'･:.:I.T､
ー　ゝ　ラム　l p.叫.

Flg. (, (TuJ'(,-､- 〟/ul LIL-ハこtt ll一日tl･lg Stage lnAsahl TownJo)′ama Prerecturc (.Tune 6. 2()O8)

^- Sr)1】くeS H Aehene. Sc乙Ile lndICateS 0.5mnl
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Fig･ 9･ Hovenia tomentella collected ln Toyama City(TYM20913). A: Plar)t. Scale

indicates 5cm･ BニLeafmargin･ Scale Indicates 5mm.

Fig･ 10 Swertla tOSaenSLS COllected in Toyama City(TYM20914). A: P一ants. Scale

indicates 5cm. B･ Flowers. Scale Indicates 2mm.
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ことを確認し(Flg.9B)､富山県内に広く分布

するケンポナシH. dulcis Thumb.ではなく本

種であると同定したo　もう-箇所は中新川郡

上市町の川沿いの山林であり､同部会員の中

村安が採集し標本を作製したが､これも同様

の特徴をもつものであった｡過去得られてい

る本種の標本は､富山県中央植物園標本庫に

収蔵されている高岡市福岡町産の7点と､こ

れらとほぼ同じ場所で採集されたと考えられ

る富山市科学博物館収蔵の1点のみであり､

今回見出された場所は富山県2例日および3

例日の生育地と考えられる｡ケケンポナシの

新潟県での記録は見当たらないため､富山県

は本種の日本海側における分布の東北限にあ

たると考えられるが(大原ほか2008)､今回

の確認によりその分布は富山県東部にまで及

ぶことが明らかになった｡丹念に調査を行え

ばさらに産地は増える可能性も高く､大規模

な森林の伐採などが行われない限りは絶滅の

危険性は低いと考えられる｡

証拠標本:中新川郡上市町大岩,中村安,

2008,6.8 (TYM20912) ;富山市婦中町平等,柿

家直樹,2008.6.18 (TYM20913) ,参考標本:

高岡市福岡町五位　とやまふくおか家族旅行

村250m,荒川知代, 2007.7.22 (TYM17895) ;

粟島紀子, 2007.7.22 (TYM17896) ;大原隆明,

2007,7.22 (TYM17897) ;三箇昭子, 2007.7.22

(TYM17898) ;三箇紀昭, 2007.7.22

(TYM17899) ;大原隆明. 2007.9.9

(TYMO17900) ;五位ダム200m,太田道人,

1989.9.2 (TOYA22177) ; 220m,大原隆明.

2007.9.9 (TYM17901)

2-6.　イヌセンブリ　SwertL'a tosaensIS

Makino　リンドウ科

本種は『富山県植物誌』で小杉町(現射水

市)太閤山の記録があるものの県内産の証拠

標本はなく､富山県内では長らく確実な自生

地が確認されていなかったが､大原ほか

(2003)が上記産地のごく近隣地域に現存を

確認し､標本(TYM7299,7300,7301)を作製

今回の報告は富山県3例日の証拠標本を

記録であると同時に､この生育地は他の

地から地理的に離れた貴重な産地である

えられるQ今回確認した場所は谷間の水

を流れる水路わきの湿った部分であり､

ジタビラコなどとともに数十個体が生育

69
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いた｡イヌセンブリは『環境庁レ

ブック2000』および2007年8月に己

た環境省の　レ　ッドデータ

(h仕p ://www b10dlC. gO.i P/rdb/rdbj.htm】

滅危倶ll類(vu相当)とされておl

版のレッドデータブックでも生育がう

いる都府県のほとんどで絶滅のおそ月

植物として扱われている｡富山県のhj

山県の絶滅のおそれのある生物(レ､

タブックとやま)』では本種は情報不)

て扱われているが､大原ほか(2003)

面積が狭いのに加えて今後耕作の放ラ

よる植生遷移の可能性があることか】

県カテゴリーの絶滅危倶種相当と

当と述べている｡今

3箇所となったものの､
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池上義信･石沢　進1993.新潟県植物分布資

料(13).新潟県植物分布図集14:91-92.

石井勇義(編) 1944.園芸大辞典1 562pp.誠

文堂新光社,東京

石須秀知. 1999.富山県フロラに追加される

植物　富山市科学文化センター研究報告

22: 151-152.

金井弘夫･清水達夫･近田文弘･演崎恭美200さ

都道府県別帰化植物分布図(作業地図)

350pp.小金井.

環境庁自然保護局野生生物課(編) ,2000.班

訂･日本の絶滅のおそれがある野生生物

8植物l (維管束植物).660pp,(財)自然

環境保護センター.東京.

木下栄一郎. 1997.カヤツリグサ科.長野県種

物誌編纂委員会(編) ,長野県植物誌

pp.1223-1284.信濃毎日新聞社長野.

小牧　姓. 1987　加賀能学の植物図譜. 273pp

加賀能登の植物図譜干り行会,七尾.

近田文弘2003. 7ウロソウ科　清水建美(宿)

日本の帰化植物　pp.127-129　平凡社

東京.

広くなく周辺環境の改変が起こりやすいとい

う状況は同様であることから､本種はやはり

富山県カテゴリーの絶滅危倶種相当とするの

が妥当であると思われる｡

証拠標本.富山市八尾町福島上野,中村象

2008.10.18 (TYM20914) .参考標本:射水市

黒河(元記録.射水郡小杉町黒河) ,大原隆

明･高木末吉:, 2002 1026 (TYM7299, 7300,

7301) ,射水市平野,中村安, 2005,10.23

(TYM20915) .

標本の閲覧に便息を傾くとともに原稿を査

読頂いた富山市科学博物館主幹学芸員の太田

道人氏にお礼申し上げますo　また､秋田県に

おけるマルバスミレの記録についての情報を

いただいた秋田県立博物館主任学芸主事の阿

部裕紀子一灯こ感謝しますC

引用文献
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29: 1-16.

秋田県生活環境文化部自然保護課(編). 2002.
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物編.207pp　秋田県

藤本義昭1995.兵庫県イネ科植物誌. 249pp.
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富山県高等菌類資料(7)

橋屋　誠

富山県中央植物園　〒939-2713富山県富山市婦中町上轡田42

Materials forthefungusflora of Toyama Prefecture (7)

Makoto Hashiya

BotanlC Gardens ofToyama,

42 Kamlkutsuwada, Fuchu-machi, Toyama 939127 I 3, Japan

Abstract: Six rare fungi, Cblvah'a qyath'formis (Bosc) Morgan, Clt'toqybula esculenk7

Nagas･ & Redhead, 7:vlopilus n,gerrimus (RIHeim) ‖ongo & M･Endo , TilachlEdiopsis

n'gra Yakush･ & Kurmz･, GeastnLm PeCtlnatum Pers･, Conocybe nodulosospora (Hongo)

wdlng Were found ln Toyama Prefecture, Japan. They are new to thefungusflora of the

Prefecture.

Key words: central Japan,fungus flora, new records･ Toyama Prefecture,

二　一　　一一

これまでに富山県内で記録された比較的採

集例の少ないと思われる6種を報告する｡本

報告で引用した標本は富山県中央植物園

(TYM)に保管されている｡

1　スミレホコリタケ

calvatla q/athlformis (Bosc) Morgan(ホコリ

タケ科) (FI菖.1)

2008年8月5日､滑川市堀内にある道路脇

で､植物園友の会きのこ部会の小沢知彦氏が､

本種を写真撮影ならびに採集された.

本種は､径約10cm前後､つぶれた洋ゴマ

形をしており､半球形をした頭部と下部の逆

円錐形をした無性基部とに区別できる｡成熟

すると頭部表面には網目状の凹凸ができ､境

目より紫褐色をした表皮が剥落すると､中よ

り紫色を帯びた暗褐色の基本体が現れる｡こ

の古綿状をした基本体には多数の胞子が含ま
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Flg 1 ･ Calvalla CyalhLformis (Bosc) Morgan (M･Hashlya 8436). Photo by T

Koza≠a Scale bar indicates 5cm.

FLgl2･ C/Il,,(I./"lla eLVCl/[enla Nagas 皮 Redhead (M.Hashlya 9122) Photo by K.

Nakada Scale bar lndicates 5cm.



M`lrCl1 2uuL) 抑う　　HILLIE.～, LITllLlrfj1(7)

Fig.3. Tvlopilus nigerriml,S (R･Heim) ‖ongo 皮 M･Endo (M･Hashiya 8565)A

Scale bar indlCateS 5cm.

Flg,4. Tilachid10PSIS nigra Yakush･ 皮 Kumaz･ (M･Hashlya 8722)･ Scale bar

indicates 2cm.
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2008年10月26日､富山市(旧大山町)有

峰折立付近のミズナラ大木幹上に発生した本

種を､植物園友の会きのこ部会の中田一泊氏

が､写真撮影ならびに採集された｡

本種は､ブナやミズナラなど広葉樹大木の

腐朽村上や樹洞部に､束生した子実体を発生

させる｡ 1つの傘の径は3-7cm､中高の丸山

形､表面は粘性なく､茶褐色の粒点が多数見

られ､綾部に条線は見られない｡柄の表面に

は縦筋もようが見られ､幾分ねじれるo　つば

はないo胞子は径4-7×3-5Llm､広楕円形､

表面は平滑でアミロイドを示すo　菌糸にはク

ランプが見られるo食用になる｡

本種はNagaSaWa& Redhead (1988)によっ

て新種として記載されたもので､分布地とし

て青森県と栃木県が上げられている｡文献で

は､栃木県日光付近の3箇所(栃木県2002)

と群馬県武尊山(群馬県野生きのこ同好会

2001)に記録があった｡また長野県では県の

レッドデータで現状不明のカテゴリーに上げ

られている(長野県環境保全研究所･他2005)0

これ以外に文献記録は見つからなかったが､

北海道の空知支庁幌加内町と後志支庁喜茂別

町(竹橋私信)､北海道北斗市茂辺地地区(山

田私信)､長野県戸隠奥社付近(種山私信)

での情報が寄せられた｡今回本種が採集され

た富11順の地点は､緯度から栃木県･群馬県･

長野県より若干低くて最南限に､経度からは

巌西限にあたるo　今回の採集が北陸地方の初

記録になるo

保管標本

富山県富山市(旧大山町)有峰､折立､ミ

ズナラ幹上､中田一泊､ 2008年10月26日

(M.Hashiya 9122).

3モエギアミアシイグチTjlopllus nigenjmus

R.Helm) ‖ongo 皮 M.Endo (イグチ科)

(Fig.3)

2008年9月5日､富Li挿r三熊にある古洞の

森のコナラ林内で発生した本椎を橋屋が見つ

け､写真記録と採集を行った｡また2008年9

No I

一一一一一一

詳細は不明である｡今回の採集が富山県でJ

初記録になる.

保管標本

富山県富山市三熊古洞の森､コナラ林内､

橋屋誠､ 2008年9月5日(M.Hashiya8565).

富山県射水市(旧小杉町)中人閤山､盛
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Fig.5. Geastrum pectL'natum Pers. (M.Hashiya 8577). Scale bar lndicate 1 cm.

Fig･6 Conocybe nodulo50SPOra (Hongo) Watling (M.Hashlya 8 1 9 I ). Scale bar

lndlCateS 2cm.
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届出公園､コナラ樹卜､凶ツ木丈司､ 2008年

9Jl 6日(M.Hashlya8624).

富llJ県富‥｣111-山高､呉羽山公園､コナラ樹

卜､滞日lf11(一､ 2008年9月3日(MHashlya

8693).

4　オサムシタケ

Ti/uc/7lL'diop.u…igra Yakush. & Kumaz. (スチ

ルベラ科) (Flg.4)

2008年9月10日､射水市(旧小杉町)早

人開山の楽勝､`J-:池公園で､スギ林の遊歩道沿

いに発生した本秤を幡屋が採集した｡また

2008イト9 F] 5日にも､橋屋は富山市長岡新の

道路法血でコナラu)根際に発生した本種を採

集したLl

本椎は､オサムシ頬の成虫や踊､幼虫から

発牛する昆虫寄生菌で､子実体は虫体の体節

部から発生し､鴇色の針金状o　ところどころ

で分岐して､先は｢】い虫ヒン状となっており､

表面には分生f-が見られるG　時に柄に子のう

某をつけた完令世代が見つかり､これをオサ

ムシタンポタケ(C｡l･d.vceps en10mOn･hLZa Link)

と呼ぶ′′

清水(1994)には､ ｢分布は日本｡ごくふつ

うL Jとあるが､産地の県名や地方名は書かれ

ていないo　文献では､高知県(近安1995)､

Jill.島県(比婆科学教育振興会･広島きのこ同

女HH992)､滋賀県(本郷1968)､東京都(都

会U)キノコ図鑑刊行委員会2007)､栃木県(栃

木県2002)､石川県(池田2005)などがあり､

他に宮崎県(黒木私信)がある｡また県名は

記していないが､仲谷･横山(1992)にはオ

サムシタケとオサムシタンポタケの分布を示

した//)布陳‡が示されている｡しかしいずれも

雅竹ま局所的であり､石川県でも2箇所でし

か見つかっていない(池田私信)｡今回の採

集が富山県では初記録になる｡

保･符牒本

Ei3,1LI爪射水｢打(【tl,)､杉町) rヰ1太閤山､薬勝

･fJ-'池公周､遊歩道('liいのスギ林､情宣誠､ 2008

イド9 JH0日(MHashlya8722).

富山県富ll｣市長岡新､道路法面コナラの

際､橋屋誠､2008年9月5日(M Hash】ya857

5.コフキクロッテガキ

GeaslnJmPeCtlnalum Pers. (ヒメツチグ

(FI菖.5)

2008年9月五日､富山市五福の城Flj公園

植栽されたサワラ樹下の腐植f二に発生した

種を､橋屋が写真撮影と採集をした｡友の

きのこ部会の黒川悦子氏は本種を同所にお

て2008年12月

本種は初め頂がわずかに突き出した球形

あるが､成熟すると外皮は星状に裂関して

転するo　内皮は丸く袋状に胞子塊を包み､

面は白粉に覆われた青鉛色で､下部には短

柄がある｡内皮上端に見られる孔縁盤は明

な構緑のある円錐状で､円座は見られない=

胞子は径4-6岬の球形､表面には歯車状

突起が見られる｡

今関･本郷(1989)には､分布地として

本(北海道･奈良･徳島･小笠原諸島) ･ヨ

ロッパ･北アメリカ･アフリカ･オースト

リア･ニュージーランドと汎世界的な地名

挙がっているが､日本国内でも記録は少なく

上記以外の県では埼玉県(井口　私信)､栃

県(栃木県2002)､青森県(吉見2008)し

見つからなかった｡本種はこれまで北陸地

でも記録がなく､今回の採集が北陸初記録

なる｡

保管標本

富山県富山市五福､城山公園､サワラ樹

の腐植上､橋屋誠､2008年9月5日(M.Hashi

8577).

富山県富山市五福､城LLJ公園､サワラ樹

の腐植上､黒川悦子､ 2007年12月　30

(M.Hashlya 7957).

6　コブミノコガサタケ

Conoc,vbe nodu/o∫ojPO,･a (Hongo) Watling (

キナタケ科) (F唱6)

2008年6月24 fl､富山県富山r子)' (lH細

村)割tJJ;こある割山森林公園大棚森内で､



＼′1`lrdlユ()0り 場il ド.1日gt1...恥hjJfilL'Illt7)

物Lif卜女の会きのこ部会の滞LH和子一氏が本種

を採集されたり

本椎は､傘の径が25-5cm､表面は平滑

で黄1二褐色ー　ひだは離生し､傘と同じ黄土

褐色L,胞子は径7-8X6-7Hrnで､表面にコ

ブ状突起が見られる｡緑シスチジアは下部

が膨らみ､ L部が丸い待ち針状で､中ほど

がくびれたボーリングのヒンの形をしてお

り､ 20-30×7-10umc　コブ状の胞子を持つ

ことから､他のコガサタケ属の種とは明瞭

に[*_別できるo

本椎の分布として､今関･本郷(1987)

には口本の滋賀･大阪･大分と海外のジャ

ワが卜げられており､今関ら(1988)には

人分県で撮影された本種の写真が掲載され

ている｡この他には､宮崎県(黒木私信)､

熊本県(西田　2005)､広島県(比婆科学教

育振興会･瓜島きのこ同好会1992)､福井

県(橋屋･能勢2007)で記録がある｡今回

の報告が富山県でのコブミノコガサタケ初

採集記録になる｡

保管標本

富山県富山市(旧細入村)割出､天潮森､

揮田和子､ 2008年6月24日(MHashlya

8191).

福井県大飯郡おおい町鹿野きのこの森､

北陸3県きのこ交流会参加者､ 2007年7月

8 F] (M.Hashiya6895),

スミレホコリタケの標本と写真をいただ

いた小沢知彦氏､オドタケの標本と写真を

いただいた中田　一泊氏､モエギアミアシイ

ブチとコプミノコガサタケの標本をいただ

いた揮田和子氏､コフキクロツチガキの標

本をいただいた黒川悦子氏､スミレホコリ

タケの同定や情報をいただいた糟谷大河氏､

きのこについての情報をいただいた井口潔

氏､池田良華氏､黒木秀一一一氏､竹橋誠司氏､

種山裕　一氏､佐久間大輔氏､山凹由弘氏､

そして原稿を査読していただきました横山

7ウ
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栃木県,宇都宮.

都会のキノコ図鑑刊行委員会. 2007.都会

のキノコ図鑑. 258pp.八坂書房,東方､

吉見一子. 2008.ミクロの世界-第-一歩(諸

兄昭一遺稿より). 492pp.中西印刷株

式会社,京都.

吉見昭一･高山栄. 1986.京都のキノコ図

鑑. 312pp.京都新聞社,京瓢

剛ii靖+. 2005.熊本きのこ会コレクショ

ンきのこ乾燥標本目録-2002年～2004

年採集分.熊本博物館館報17: 77- 113.

埼FIJ_県. 1998.さいたまレッドテ一夕ブッ

ク. 4ltpp.埼t三県,捕れ

消水大典. 1994.原色冬虫夏草図鑑. 381pp.

誠文堂新光社,東京.

栃木県. 2002,とちぎの変形菌類･菌類･

地衣類.藻類･辞苔5. pp.43-170.
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富山県中央植物園研究報告　投稿票(A4)

受　　理　　口 ※　　　年　　　月　　　日 ※　可･否

種別(○で囲む) 原著･短報･資料･編集委員会に--一任

著　者　才.

図表返却希望　　する･しない

携器†】を:キめて和r丈(セ5字､英文E捌

ランニングタイトル

連絡先　住所･氏名

( i t,-溝の場合は代表者)

那(うち50部までは無償)

※印の欄は編集委員会で記入します
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